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２
日
に
開
い
た
の
は
町
教
育
委
員
会
主
催

の
初
心
者
向
け
講
習
会

「
Mr.
Ｔ
と
ス
キ
ー
を
し

よ
う
」
。
町
内
の
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー

少
年
団
９
人
な
ど
、
札

幌
、
旭
川
、
東
神
楽
か

ら
少
年
団
の
小
学
生
を

中
心
に
31
人
も
の
参
加

で
定
員
超
え
の
人
気
。

　

講
師
は
、
前
シ
ー
ズ

ン
全
米
・
Ｕ
Ｓ
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ズ
（
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
・
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
）
で
７
位
、
ノ
ル

ウ
ェ
ー
・
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
な
ど
、

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
戦
績
を
持
つ
町
ス
ポ
ー
ツ

国
際
交
流
員
、
ト
リ
グ
ヴ
ァ
・
マ
ル
ク
セ
ッ

ト
さ
ん
（
25
）
。
楽
し
み
な
が
ら
フ
リ
ー
ス

タ
イ
ル
の
ス
ケ
ー
テ
ィ
ン
グ
テ
ク
ニ
ッ
ク
を

中
心
に
練
習
し
ま
し
た
。

　

小
学
生
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
レ
ベ
ル
で
は
、

ス
ケ
ー
テ
ィ
ン
グ
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
練
習
機
会

が
な
い
の
で
、
貴
重
な
練
習
に
な
り
ま
し
た
。

下
り
斜
面
で
体
重
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が

ら
片
足
で
滑
っ
た
り
、
上
り
斜
面
で
の
ク

イ
ッ
ク
ス
ケ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
ス
ー
パ
ー
ス

ケ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
教
え
て
も

ら
っ
て
た
っ
ぷ
り
練
習
。

◇

　

翌
日
３
日
は
、
陸
上
自
衛

隊
冬
季
戦
技
教
育
隊
（
冬
戦

教
）
所
属
の
選
手
が
講
師
に

な
っ
て
、
初
の
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
ス
キ
ー
技
術
講
習
会

を
開
き
ま
し
た
。

　

和
寒
町
出
身
の
清
水
康
平

選
手
（
26
）
、
長
野
県
白
馬

村
出
身
の
柏
原
暢
仁
（
の
ぶ

い
っ
ぱ
い
用
意
し
ま
し
た
。
玉
子
に
色
を
付

け
る
イ
ー
ス
タ
ー
エ
ッ
グ
作
り
、
エ
ッ
グ
ハ

ン
ト
に
出
か
け
る
た
め
に
空
の
牛
乳
紙
パ
ッ

ク
を
使
っ
て
特
製
の
か
ご
作
り
に
も
挑
戦
。

特
製
玉
子
に
は
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
や
キ
ャ
ン

デ
ィ
ー
が
入
っ
て
い
ま
す
。
隠
れ
て
い
る
玉

子
を
探
し
て
会
場
を
探
し
回
り
、
か
ご
い
っ

ぱ
い
の
お
み
や
げ
を
ゲ
ッ
ト
し
て
大
喜
び
。

　

４
月
25
日
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で

町
教
委
が
開
い
て
い
る
プ
レ
英
語
ス
ク
ー

ル
・
め
だ
か
ク
ラ
ブ
恒
例
の
イ
ー
ス
タ
ー

パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
き
ま
し
た
。

　

５
歳
か
ら
小
学
６
年
生
ま
で
76
人
の
子
ど

も
た
ち
が
参
加
し
ま
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

ア
メ
リ
カ
で
定
番
の
春
を
祝
う
お
祭
り
。
冬

の
眠
り
か
ら
春
の
妖
精
が
早
く
目
覚
め
る

よ
う
に
、
楽
し
く
に
ぎ
や
か
な
ゲ
ー
ム
を

ひ
と
）
選
手
（
26
）
、
倶
知
安
町
出
身
の
古

谷
沙
理
選
手
（
24
）
３
人
が
講
師
。
と
も
に

全
日
本
選
手
権
、
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
な
ど
国

内
大
会
で
優
勝
経
験
が
あ
る
選
手
。
旭
岳

コ
ー
ス
で
練
習
し
実
力
を
磨
い
て
き
ま
し
た
。

マ
ル
ク
セ
ッ
ト
さ
ん
も
２
日
目
の
講
師
陣
に

加
わ
っ
て
指
導
し
ま
し
た
。

　

旭
川
、
名
寄
、
和
寒
、
富
良
野
麓
郷
な
ど

道
北
各
地
の
強
豪
中
学
ス
キ
ー
部
の
生
徒
を

中
心
に
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
も

定
員
を
上
回
る
人
気
。

　

重
点
は
、
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
の
ス
ケ
ー

テ
ィ
ン
グ
技
術
。
体
重
移
動
の
コ
ツ
を
つ
か

ん
で
い
か
に
ス
キ
ー
に
乗
る
か
が
課
題
。

ポ
ー
ル
を
使
わ
ず
に
滑
走
、
タ
ー
ン
、
上
り

の
ス
ケ
ー
テ
ィ
ン
グ
練
習
を
繰
り
返
し
、
快

晴
に
恵
ま
れ
た
陽
気
の
中
、
半
袖
Ｔ
シ
ャ
ツ

姿
で
快
汗
を
流
し
ま
し
た
。

目
指
せ
五
輪
！ 

５
月
の
ク
ロ
カ
ン
ス
キ
ー
講
習
会

春
本
番
、イ
ー
ス
タ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

春
本
番
、イ
ー
ス
タ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

　

５
月
２
、
３
の
両
日
、
旭
岳
温
泉
街
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
コ
ー
ス
で
小
中
学
生
を
対
象
に
、
初
心
者
向
け
と
中
級
向
け
２

つ
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
講
習
会
を
開
き
ま
し
た
。
神
奈
川
県
か
ら
来
町
し
て
泊
り
が
け
で
参
加
し
た
兄
弟
も
。
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
目
指
す
子
ど
も
た
ち
が
青
空
ま
ぶ
し
い
春
の
陽
気
の
中
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
姿
で
残
雪
練
習
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。
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５
月
13
日
、
キ
ト
ウ
シ
森

林
公
園
で
東
川
町
が
主
催
し

て
第
１
回
森
林
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
森
林
体
験
研
修

セ
ン
タ
ー
で
事
前
に
血
圧
測

定
、
だ
液
検
査
で
健
康
ス
ト

レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
。
そ
の
あ
と

約
30
分
の
森
林
散
歩
に
出
か

け
ま
し
た
。

　

健
康
指
導
は
、
「
森
林
の

揮
発
性
物
質
と
循
環
器
反
応
」

な
ど
を
研
究
し
て
い
る
旭
川

医
大
第
一
内
科
の
住
友
和
弘
特
任
講
師
。
森

を
散
策
後
に
参
加
者
の
健
康
状
態
を
測
定
し
、

参
加
者
が
体
感
し
た
森
歩
き
の
効
用
を
講
習

し
ま
し
た
。

　

森
の
空
気
に
含
ま
れ
る

微
少
物
質
、
「
α
‐
ピ
ネ

ン
」
「
カ
ン
フ
ェ
ン
」

「
β
‐
ピ
ネ
ン
」
「
３
カ

レ
ン
」
「
リ
モ
ネ
ン
」
が

ス
ト
レ
ス
、
抑
う
つ
症
状

の
改
善
、
血
行
改
善
に
効

果
的
と
い
わ
れ
ま
す
。
昨

年
６
月
に
行
っ
た
森
林

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
参
加
者
を

調
べ
た
と
こ
ろ
、
66
％
に

改
善
効
果
が
認
め
ら
れ
ま

し
た
。
怒
り
、
不
安
、
抑

う
つ
気
分
を
改
善
し
、
活
気
、
元
気
が
高
ま

る
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

本
年
度
は
来
年
２
月
ま
で
10
回
開
く
予
定
。

参
加
申
し
込
み
は
東
川
振
興
公
社
ま
で
。

旧
東
川
小
学
校
校
舎
周
辺
の
道
路
で
ご
み
拾

い
し
ま
し
た
。

　

町
内
の
主
な
道
路
沿
い
は
、
各
地
区
自
治

振
興
会
の
皆
さ
ん
の
手
で
春
の
一
斉
清
掃
を

終
え
て
い
ま
す
。
道
路
や
商
店
街
の
道
端
は

一
見
ポ
イ
捨
て
ご
み
も
目
立
ち
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
道
路
隅
や
雑
草
に
隠
れ
て
ビ
ニ
ー
ル

袋
や
た
ば
こ
の
吸
い
殻
な
ど
が

次
々
と
。
約
１
時
間
で
40
リ
ッ
ト

ル
袋
８
袋
分
も
の
ご
み
が
集
ま
り

「
お
疲
れ
さ
ま
」
。

　

同
部
の
活
動
は
、
東
川
養
護
学

校
の
運
動
会
、
学
芸
会
、
寄
宿
舎

行
事
な
ど
の
運
営
補
助
、
東
神
楽

町
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
ク
リ

ス
マ
ス
会
運
営
補
助
、
旭
川
冬
ま

つ
り
イ
ベ
ン
ト
の
駅
前
買
物
公
園

キ
ャ
ン
ド
ル
の
点
灯
作
業
補
助
な

ど
、
依
頼
を
受
け
た
時
に
出
向
い

て
活
動
す
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
今
回
実
施
し

た
学
校
周
辺
の
ご
み
拾
い
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
は
、
初
め
て
の
取
り

組
み
。
今
後
自
主
的
な
活
動
を
増

や
し
て
い
き
た
い
そ
う
で
す
。

　

５
月
１
日
、
東
川
高
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部

（
伊
藤
和
杜
部
長
、
61
人
）
の
生
徒
が
同
校

周
辺
の
中
心
市
街
地
で
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
し
ま
し
た
。

　

学
年
ご
と
に
３
班
に
分
か
れ
、
毎
日
登
下

校
し
て
い
る
学
校
の
周
辺
道
路
、
バ
ス
停
周

辺
の
商
店
街
歩
道
、
現
在
利
用
し
て
い
な
い

　

４
月
29
日
、
東
川
小
学
校

に
隣
接
し
て
完
成
し
た
東
部

地
区
公
園
（
通
称
東
川
ゆ
め

公
園
）
で
コ
ン
サ
ド
ー
レ
旭

川
Ｕ
│
15
（
北
原
次
郎
監
督
）

の
Ｕ
│
15
（
15
歳
以
下
）
、

Ｕ
│
13
（
13
歳
以
下
）
の
２

チ
ー
ム
が
道
内
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
強
豪
チ
ー
ム
、
伊
達
中

学
校
サ
ッ
カ
ー
部
と
こ
け
ら

落
と
し
の
公
式
戦
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
１
試
合
は
、
北
海
道
カ
ブ
ス
リ
ー
グ
Ｕ

│
15
（
１
部
）
の
第
２
節
＝
写
真
＝
。
コ
ン

サ
旭
川
は
前
半
、
谷
口
明
が
２
ゴ
ー
ル
。
終

始
相
手
陣
内
で
の
プ
レ
ー
が
続
き
ま
し
た
が
、

終
盤
に
２
点
目
を
失
点
し
て
「
２
│
２
」
の

同
点
で
し
た
。

　

第
２
試
合
は
、
Ｕ
│
13
北

海
道
カ
ブ
ス
リ
ー
グ
戦
。

シ
ュ
ー
ト
数
28
対
３
と
伊
達

中
を
圧
倒
し
、
「
１
│
０
」

で
勝
利
し
ま
し
た
。

　

同
サ
ッ
カ
ー
場
開
会
式
は

５
月
３
日
に
行
い
、
会
場
は

終
日
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

旭
川
地
区
、
近
郊
サ
ッ

カ
ー
少
年
団
チ
ー
ム
が
出
場

し
て
Ｕ
│
12
、
Ｕ
│
10
の
８
人
制
サ
ッ
カ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
き
、
元
サ
ッ
カ
ー
日

本
代
表
選
手
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
サ
ッ
カ
ー
解
説

者
の
宮
澤
ミ
シ
ェ
ル
氏
が
来
町
し
て
ジ
ュ
ニ

ア
向
け
の
講
演
と
サ
ッ
カ
ー
教
室
を
開
き
ま

し
た
。

東
川
ゆ
め
公
園
サ
ッ
カ
ー
場
オ
ー
プ
ン

東
川
ゆ
め
公
園
サ
ッ
カ
ー
場
オ
ー
プ
ン

キ
ト
ウ
シ
森
林
公
園
で
森
林
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

キ
ト
ウ
シ
森
林
公
園
で
森
林
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

タ
イ
の
チ
ェ
ン
ラ
イ
、ノ
ン
タ
ブ
リ
ー
両
市
と
覚
え
書
き

タ
イ
の
チ
ェ
ン
ラ
イ
、ノ
ン
タ
ブ
リ
ー
両
市
と
覚
え
書
き

　

町
内
の
忠
別
川
河
川
敷
か
ら
珍

し
い
紋
様
が
入
っ
て
い
る
石
が
見

つ
か
り
ま
し
た
。
５
月
11
日
、
松

岡
市
郎
町
長
、
あ
さ
ひ
か
わ
ジ
オ

パ
ー
ク
の
会
・
中
谷
良
弘
事
務
局

長
ら
が
現
地
調
査
し
、
「
人
面
石
」

と
命
名
。
道
の
駅
・
道
草
館
に
展

示
し
て
公
開
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
（
８
㌻
飲
水
思
源
参
照
）

　

発
見
者
は
旭
川
市
在
住
の
後
山
信
一
さ
ん

（
67
）
。
場
所
は
東
６
号
南
地
先
の
忠
別
川

河
川
敷
。
石
は
長
さ
43
㌢
㍍
、
奥
行
き
36
㌢

㍍
、
高
さ
27
㌢
㍍
、
重
量
30
㌔
㌘
前
後
の
だ

円
形
で
、
少
な
く
と
も
６
個
の
大
き
な
丸
い

紋
様
が
認
め
ら
れ
、
人
為
的
に
彫
っ
た
人
面

の
よ
う
。
何
ら
か
の
遺
跡
、
遺
構
の
一
部
か

も
し
れ
な
い
、
と
期
待
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

中
谷
さ
ん
に
よ
る
と
、
石
は
大
雪
山
の
噴

火
時
に
出
た
火
成
岩
。
「
一
般
的
に
は
約
２

０
０
万
年
前
よ
り
新
し
い
後
代
の
噴
火
で
出

た
溶
岩
か
ら
出
来
た

安
山
岩
で
、
ま
だ
固

ま
ら
な
い
程
度
に
冷

え
た
と
こ
ろ
に
マ
グ

マ
が
入
り
込
ん
で
急

冷
し
て
固
ま
り
、
同

心
円
の
放
射
状
の
割

れ
目
が
で
き
た
」
そ

う
で
す
。

　

「
神
居
古
潭
（
旭
川
）
に
は
直
径
１
メ
ー

ト
ル
程
度
の
机
状
溶
岩
の
も
の
も
あ
る
が
、

火
山
の
石
の
中
に
み
ら
れ
る
の
は
珍
し
い
」

と
話
し
、
そ
の
紋
様
形
状
か
ら
「
人
面
石
」

と
名
付
け
ま
し
た
。

　

５
年
前
、
退
職
を
機
に
趣
味
の
釣
り
仲
間

と
一
緒
に
訪
れ
た
後
山
さ
ん
が
見
慣
れ
な
い

紋
様
が
入
っ
て
い
る
石
が
あ
る
の
を
発
見
し

た
そ
う
で
す
。

　

東
川
町
と
タ
イ
王
国
チ
ェ

ン
ラ
イ
、
ノ
ン
タ
ブ
リ
ー
両

市
の
３
者
間
で
教
育
・
文
化

交
流
、
職
業
能
力
の
開
発
を

図
る
技
能
訓
練
の
３
分
野
に

関
し
て
交
流
促
進
の
覚
え
書

き
協
定
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

５
月
１
日
、
ノ
ン
タ
ブ

リ
ー
市
の
サ
オ
ポ
ン
・
サ
ナ

デ
チ
ャ
ク
ル
副
市
長
、
チ
ェ
ン
ラ
イ
市
の
ナ

ロ
ン
サ
ッ
ク
・
テ
ア
ン
ス
ク
ン
副
市
長
ら
が

来
町
し
、
松
岡
市
郎
町
長
と
両
市
副
市
長
の

３
者
間
で
覚
え
書
き
に
署
名
。
今
後
の
交
流

促
進
に
と
も
に
期
待
を
表
し
ま
し
た
。

　

３
市
町
間
で
協
定
を
結
ん
だ
き
っ
か
け
は
、

タ
イ
か
ら
の
研
修
生
が
東
川
町
の
短
期
日
本

語
研
修
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。

３
年
前
か
ら
今
年
５
月
ま
で
、
延
べ
約
２
０

東
川
高
校
生
が
春
の
ご
み
拾
い

東
川
高
校
生
が
春
の
ご
み
拾
い

人
面
石
見
つ
け
た
！

人
面
石
見
つ
け
た
！

０
人
が
来
町
し
て
い
ま
す
。

同
国
の
ナ
タ
ポ
ン
・
ブ
ー

ニ
ャ
コ
ン
特
別
捜
査
局
職
員

が
町
の
東
ア
ジ
ア
地
域
交
流

促
進
協
議
会
（
会
長
・
松
岡

市
郎
町
長
）
に
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
参
画
。
研
修
生

の
来
町
が
実
現
し
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
東
川
町
と
の

一
層
の
交
流
拡
大
に
期
待
を
込
め
て
、
２
市

と
の
交
流
促
進
を
仲
介
し
て
き
ま
し
た
。

　

ノ
ン
タ
ブ
リ
ー
市
は
バ
ン
コ
ク
に
近
接
す

る
近
郊
都
市
。
人
口
も
多
く
、
バ
ン
コ
ク
市

内
へ
の
通
勤
圏
都
市
と
し
て
発
展
し
て
い
ま

す
。
チ
ェ
ン
ラ
イ
市
は
、
タ
イ
最
北
部
の

チ
ェ
ン
ラ
イ
県
の
県
庁
所
在
地
。
ミ
ャ
ン

マ
ー
、
ラ
オ
ス
と
国
境
を
接
し
、
北
部
地
域

の
地
域
文
化
の
中
心
地
だ
そ
う
で
す
。

　

晴
れ
て
最
高
気
温
20
・
４
度
ま
で
上
が
り

ま
し
た
。
田
植
え
本
番
に
先
駆
け
る
春
が
す

み
の
陽
気
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
伊
澤
正
裕
権

宮
司
の
豊
作
祈
願
に
続
い
て
12
人
の
早
乙
女
、

介
助
役
６
人
の
若
者
が
素
足
に
な
っ
て
水
ぬ

る
む
田
ん
ぼ
に
入
り
、
田
植
え
唄
（
う
た
）

の
ゆ
っ
く
り
と
し
た
リ
ズ
ム
に

合
わ
せ
て
苗
を
手
植
え
し
ま
し

た
。

　

今
年
の
御
田
植
え
は
昨
年
と

同
日
に
な
り
ま
し
た
。
町
内
の

一
番
田
植
え
は
、
道
内
で
２
番

目
に
先
駆
け
る
前
日
の
７
日
で
、

平
年
に
比
べ
て
早
い
田
植
え
。

町
内
は
平
年
並
み
の
20
日
ご
ろ

か
ら
本
格
的
な
田
植
え
入
り
に

な
り
ま
し
た
。

　

順
調
に
生
育
が
進
め
ば
、
稲

刈
り
に
あ
た
る
抜
穂
祭
（
ぬ
い

ぼ
さ
い
）
は
９
月
上
旬
の
予
定
。

新
米
約
10
俵
（
１
俵
は
60
㌔
㌘
）

を
奉
納
し
ま
す
。

　

５
月
８
日
、
東
２
号
北
１
、
三
田
常
男
さ

ん
（
68
）
の
北
海
道
神
宮
神
饌
田
（
し
ん
せ

ん
で
ん
）
約
20
ア
ー
ル
で
、
恒
例
の
御
田
植

え
祭
を
行
い
、
同
神
宮
の
神
前
に
奉
納
す
る

神
饌
米
「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
を
田
植
え
し
ま
し

た
。 今

年
も
豊
作
―
願
い
込
め
神
饌
田
で
田
植
え

今
年
も
豊
作
―
願
い
込
め
神
饌
田
で
田
植
え

珍しい石を現地調査しました（右が後山
さん、中央は中谷さん、左は松岡町長）
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い
」
。

　

「
65
歳
ま
で
に
は
地
域
お
こ
し
、
ま

ち
づ
く
り
の
講
演
活
動
を
で
き
る
ほ
ど

の
実
力
を
つ
け
た
い
ん
で
す
。
地
域
お

こ
し
の
技
を
習
得
し
た
い
」
と
い
う
目

標
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

ア
ウ
ト
ド
ア
派
を
自
認
し
、
中
で
も

一
番
の
趣
味
が
釣
り
。
趣
味
が
高
じ
て
、

釣
り
雑
誌
に
寄
稿
す
る
ラ
イ
タ
ー
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
旭
川
市
在
住

の
構
成
作
家
で
ペ
ン
ネ
ー
ム
、
神
谷
悠

山
氏
（
54
）
か
ら
の

紹
介
で
連
載
を
ス

タ
ー
ト
、
今
年
５
月

号
で
21
回
目
の
釣
り

紀
行
に
な
り
ま
し
た
。

忠
別
湖
を
舞
台
に
、

美
し
い
魚
体
の
ニ
ジ

マ
ス
を
追
い
か
け
て

い
ま
す
。
次
号
は
そ

の
記
事
中
に
も
登
場

　

「
登
山
愛
好
家
の
一
人
か
ら
『
こ
の

山
は
最
初
に
練
習
す
る
山
』
と
聞
い
た

の
で
、
ま
ず
案
内
板
を
作
り
た
い
。
近

く
の
第
二
小
学
校
児
童
が
キ
ト
ウ
シ
森

林
公
園
の
観
光
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

作
っ
て
く
れ
た
の
で
、
案
内
板
の
制
作

も
頼
ん
で
み
る
つ
も
り
」
と
誰
で
も
気

軽
に
森
の
散
策
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る

魅
力
づ
く
り
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

　

「
こ
こ
で
な
け
れ
ば
―
と
い
う
お
客

さ
ま
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
場
に
し
た

　

「
ス
キ
ー
の
お
客
さ
ま
を
夏
の
キ
ャ

ン
プ
場
の
利
用
に
も
つ
な
げ
た
い
。
自

分
に
と
っ
て
居
心
地
の
良
い
所
は
何
度

で
も
来
て
く
れ
る
。
森
林
体
験
研
修
セ

ン
タ
ー
、
貸
別
荘
ケ
ビ
ン
、
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
を
つ
な
げ

た
い
」
と
キ
ト
ウ
シ
フ
ァ
ン
を
増
や
す

企
画
作
り
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

し
て
い
る
神
谷
氏
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

予
定
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

◇

　

20
年
間
勤
務
し
た
自
動
車
デ
ィ
ー

ラ
ー
在
職
当
時
、
旭
川
、
名
寄
で
車
と

雑
貨
販
売
の
複
合
店
舗
づ
く
り
を
企
画

の
段
階
か
ら
オ
ー
プ
ン
ま
で
手
掛
け
た

そ
う
で
す
。
そ
こ
で
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
実

務
を
学
び
ま
し
た
。
自
ら
の
手
で
企
画

を
立
ち
上
げ
て
実
現
さ
せ
る
仕
事
に
魅

力
を
感
じ
、
「
い
つ
か
は
独
立
を
」
と

の
思
い
に
―
。

　

そ
の
間
大
好
き
な
釣
り
を
通
じ
て
東

川
町
内
に
釣
り
仲
間
が
出
来
、
忠
別
川

が
大
好
き
な
釣
り
場
に
。
そ
の
川
が
汚

れ
て
い
る
こ
と
に
心
が
曇
り
ま
し
た
。

　

「
き
れ
い
な
川
な
の
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
を
捨
て
て
い
く
釣
り
人
が
多
い
」
。

５
年
前
、
ご
み
を
き
れ
い
に
な
く
す
た

め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
づ
く
り
を
河

川
管
理
を
し
て
い
る
旭
川
開
発
建
設
部

に
働
き
か
け
、
年
２
回

活
動
も
し
て
い
た
そ
う

で
す
。

　

「
機
会
が
あ
れ
ば
こ

の
町
で
働
き
た
い
」
。

そ
ん
な
思
い
で
応
募
し

た
の
が
地
域
お
こ
し
協

力
隊
で
し
た
。

8686今、生き生きと

　

昨
年
誕
生
し
た
森
林
体
験
研

修
セ
ン
タ
ー
を
活
動
拠
点
と
し

て
、
キ
ト
ウ
シ
森
林
公
園
、
東

川
の
自
然
の
魅
力
を
売
り
出
す

発
信
が
少
し
ず
つ
増
え
て
い
ま

す
。
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
森
林

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
森
林
浴
の

健
康
効
果
を
広
め
る
講
座
。
自

然
の
中
で
遊
び
、
楽
し
み
な
が

ら
森
の
効
用
を
伝
え
た
い
―
と

森
で
遊
ぶ
講
座
を
い
っ
ぱ
い
考

え
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
段

ボ
ー
ル
箱
１
個
で
出
来
る
簡
単

く
ん
製
づ
く
り
な
ど
、
「
こ
の

森
が
あ
る
」
と
い
う
豊
か
さ
を

伝
え
る
つ
も
り
で
す
。

キトウシ森林公園森林体験研修センター　

織田 秀幸（おだ　ひでゆき）さん

段
ボ
ー
ル
箱
で
く
ん
製
づ
く
り
講
習
（
５
月
23
日
、
く
ら
し
楽
し
く
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
会
場
で
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
北
海
道
森
林
療
法
研
究
会
理
事
の
旭
川
医
大
、
中

村
正
雄
名
誉
教
授
（
右
）
と
森
林
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
５
月
13
日
、

キ
ト
ウ
シ
森
林
公
園
で
）
＝
関
連
記
事
５
㌻
）

織田秀幸さん
　旭川市出身、58歳。
旭川大学卒業。旭川市
内の自動車会社を経て、
地域おこし協力隊とし
て４月から東川振興公
社キトウシ森林公園森
林体験研修センター勤
務。北海道の釣り専門
月刊誌ライターとして
も活動中。

友人でもある神谷悠山さん（右）に東川特産ワインの特長をアピール（東川振興公社物産センターで）
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宝
物
の
正
体
は「
人
面
石
」⁉

　

今
年
１
月
号
の
こ
の
欄
で
旭
川
市
民
か
ら

の
お
手
紙
の
こ
と
を
書
い
た
。
「
忠
別
川
の

河
川
敷
に
何
と
も
不
思
議
な
石
が
あ
る
。
こ

の
正
体
は
一
体
何
だ
ろ
う
か
？
」
と
旭
川
市

内
に
お
住
い
の
後
山
信
一
氏
か
ら
い
た
だ
い

た
も
の
で
あ
る
。
昨
年
、
降
雪
時
期
の
お
手

紙
だ
っ
た
た
め
、
雪
解
け
後
に
現
地
案
内
し

て
も
ら
っ
て
調
査
す
る
こ
と
に
し
て
い
た
。

　

さ
て
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
が
開
け
て
、

本
人
に
ご
案
内
い
た
だ
い
た
。
不
思
議
な
石

は
東
６
号
忠
別
川
の
河
川
敷
の
一
角
に
あ
っ

た
。
重
さ
は
30
キ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
40
キ
ロ
グ

ラ
ム
程
度
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
思
っ
た
よ

り
小
さ
い
。
石
の
中
に
は
人
面
の
彫
刻
の
よ

う
に
丸
い
異
物
の
よ
う
な
紋
様
よ
う
の
も
の

が
入
っ
て
い
る
。
異
物
と
は
果
た
し
て
化
石

な
の
か
…
、
違
う
と
す
れ
ば
一
体
何
か
？　

興
味
津
々
で
あ
る
。

　

あ
さ
ひ
か
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
の
会
の
中
谷
良

弘
事
務
局
長
に
立
ち
会
っ
て
も
ら
っ
た
。
中

谷
氏
が
数
回
こ
れ
を
見
渡
し
て
出
し
た
結
論

は
、
「
大
雪
山
が
出
来
た
以
降
、
つ
ま
り
２

０
０
万
年
前
以
降
、
熱
い
マ
グ
マ
が
何
ら
か

の
形
で
冷
え
た
安
山
岩
に
入
り
込
み
、
こ
れ

が
冷
え
て
固
ま
っ
て
で
き
た
も
の
」
「
旭
岳

噴
火
に
よ
っ
て
出
来
、
そ
れ
が
忠
別
川
を
流

れ
て
た
ど
り
着
い
た
も
の
で
は
…
」
と
い
う

こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。

　

旭
岳
の
噴
火
は
一
体
い
つ
だ
ろ
う
か
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
て
み
る
と
、
約
３

万
年
前
の
大
噴
火
以
降
は
な
い
よ
う
だ
が
、

２
０
０
年
ほ
ど
前
に
も
水
蒸
気
爆
発
が
起
き

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

旭
岳
は
活
火
山
で
、
地
震
観
測
も
行
わ
れ
て

い
る
。
旭
岳
噴
火
に
備
え
た
防
災
計
画
を
策

定
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
今
、
一
体

何
年
前
に
噴
火
し
た
の
か
、
そ
の
一
端
が
明

か
さ
れ
れ
ば
参
考
に
な
る
の
で
は
、
と
素
人

考
え
が
浮
か
ぶ
。

　

よ
く
よ
く
こ
の
石
を
眺
め
て
い
る
と
、
楽

し
そ
う
な
人
の
顔
に
見
え
て
く
る
。
中
谷
氏

は
「
人
面
石
」
と
命
名
し
、
発
見
者
の
後
山

氏
は
「
地
球
が
届
け
て
く
れ
た
贈
り
物
」
と

表
現
さ
れ
た
。
永
い
歳
月
を
経
て
発
見
さ
れ

た
石
は
何
を
語
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

い
ず
れ
に
し
て
も
何
か
を
私
た
ち
に
伝
え
て

く
れ
る
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
。
当
分
の
間
、

道
の
駅
な
ど
で
展
示
す
る
つ
も
り
だ
。
多
く

の
人
々
に
旭
岳
爆
発
時
の
自
然
現
象
の
産
物

と
し
て
鑑
賞
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

飲
水
思
源

い
ん
す
い
し
げ
ん

町
長
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http://www.lib-finder2.net/higashikawa/servlet/Index

奇人・変人・大天才　紀元前から19世紀（児童書）
マイク・ゴールドスミス：著　偕成社：刊

　車、電話、歯磨き粉―。私たち
の周りにはたくさんの科学が溢れ
ています。今では当たり前と考え
られている科学ですが、一番初
めは人類の歴史を変えるほどの
大発見でした。そんな大発見をし
た天才科学者たちは、実はとんで
もない変わり者だったようです。
人類史上初の科学者・アリストテ
レス、ガリレオ、ニュートン、ファラ
デーの４人の驚きの人生をコミッ
ク風にまとめた読み物。

絶海に浮かぶ進化の島々小笠原諸島（DVD）
ＣＮインターボイス：制作

　小笠原諸島は２０１１（平成23）
年、日本で４番目の世界遺産に登
録されました。この島々は一度も周
りの大陸と地続きになったことがな
いため、他に類を見ない特徴的な
生態系が育まれてきました。その自
然、そこに生息・生育する動物の生
態を最新の研究成果を踏まえ、科
学的な視点で解説しています。小
笠原諸島の貴重な自然を守る人々
のさまざまな取り組みも紹介してい
ます。（33分）

火花（一般書）
又吉直樹：著　文芸春秋：刊

　売れない芸人の徳永は、熱海
の花火大会で、天才肌で人間味
が豊かな先輩芸人である神谷と
電撃的に出会った。徳永は弟子
入りを申し出、神谷は「俺の伝記
を書くこと」を条件に受け入れた。
神谷は、徳永に笑いの哲学を伝
授しようと吉祥寺の街を歩き回り、
さまざまな人間と触れ合ったが、
２人の歩む道はやがて異なって
いく。お笑い芸人、又吉直樹が初
めて書いた本格小説。

松
岡
市
郎

宝
物
の
正
体
は「
人
面
石
」⁉
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大雪山の素顔
「雪」という資源
　例年より降雪が少なかった2014－2015年ウィン
ターシーズン。雪解けも早く、４月下旬の高温も手
助けになってキトウシ森林公園の桜は例年より早く
見ごろを迎え、僕は毎年行くことができない花見
に数年ぶりに行くことができた。
　「雪」―。東川町で生活をしていると、冬の間縁
を切ることができない白く冷たく、町での生活には
厄介がられるもの。
　僕はこの雪が大好きで、６年ほど前に東川町に
移り住んだ。…とは言っても、北海道生まれ、北海
道育ちなので、幼いころから雪と慣れ親しんで生活
している。
　ではなぜこの町に居を移したかというと、大雪
山があるからだ。僕はガイドとして、スキーヤー、ス
ノーボーダーを大雪山や東川町周辺の山々のパウ
ダースノー（深雪）の世界へ案内し、雪の恩恵を受
けている一人だ。
　冬の天候は、基本的に西から東へと移行して変
化する。雪が大雪山へと到達するまでには、日本海
で発生した雪雲がいくつもの山を越えなければな

らない。
　雪雲が発生する海の近くでは水分を多く含んだ
湿雪が多く降り、海から遠ざかるにつれて雪の中の
水分は徐々に減って、ここ東川町周辺、特に標高の
高い大雪山地域では乾燥したサラサラの雪が舞い
降りてくる。
　このサラサラとした雪、パウダースノーがあるか
らこそ、僕は大雪山に心引かれたのだ、と今確信し
ている。気象条件が揃えば、良くも悪くもサラサラ
とした雪は腰までの深さまで積もる。スキーヤー、
スノーボーダーは、〝ふわり、ふわり〟とまるで雪の
中を泳ぐかのように滑り、その顔にはこれ以上ない
ほどに満面の笑顔がこぼれる。
　この笑顔こそ、雪が資源となる理由である。パウ
ダースノーを求め、日本各地いや世界各地から多く
のスキーヤー、スノーボーダーが毎年冬になると北
海道にやって来る。ニセコや富良野、そして大雪山
へとやって来る。雪という観光資源を安全に楽しく、
いかに活用していくのか。冬期観光の課題の一つ
だと思う。

　

東
川
町
に
は
夏
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
ね
。
ラ
ト
ビ
ア
も
さ
ま
ざ
ま

な
夏
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
６
月
に
は
ラ
ト
ビ

ア
で
一
番
愛
さ
れ
て
い
る
「
夏
至
祭
」
と
い
う

祭
り
が
あ
り
ま
す
。

　

ラ
ト
ビ
ア
の
夏
至
祭
は
、
一

年
間
で
一
番
昼
が
長
く
夜
が
短

い
６
月
23
日
、
24
日
の
２
日
間

に
行
わ
れ
ま
す
。
23
日
は

「
リ
ー
ゴ
の
日
」
と
呼
ば
れ
、

24
日
は
「
ヤ
ー
ニ
ス
の
日
」
と

呼
ば
れ
ま
す
。
ヤ
ー
ニ
ス
と
は

ラ
ト
ビ
ア
で
人
気
が
あ
る
男
性

の
名
前
で
す
。

　

夏
至
祭
に
は
長
く
続
い
て
い
る
伝
統
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
は
、
花
と
木
の
枝

で
家
と
庭
を
飾
る
伝
統
で
す
。
23
日
の
朝
、
牧

草
地
や
森
に
行
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
花
、
白
樺
と

オ
ー
ク
の
枝
を
集
め
、
家
と
庭
を
飾
り
ま
す
。

女
性
は
花
と
木
の
枝
で
自
分
と
男
性
の
た
め
に

冠
を
作
り
ま
す
。
飾
り
と
冠
は
、
家
事
や
病
気

な
ど
、
家
と
人
々
を
さ
ま
ざ
ま
な
危
害
か
ら
守

る
と
信
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

夏
至
祭
は
ラ
ト
ビ
ア
の
食
文
化
と
歌
文
化
を

強
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
祭
り
で
も
あ
り
ま

す
。
23
日
の
夜
、
庭
で
た
き
火
を
し
、
食
卓
を

整
え
、
家
族
と
友
達
と
一
緒
に
食
事
を
し
な
が

ら
特
別
な
「
リ
ー
ゴ
の
歌
」
を
歌
う
と
い
う
古

く
か
ら
の
習
慣
が
あ
り
ま
す
。
食

事
は
ク
ミ
ン
の
チ
ー
ズ
を
食
べ
、

ビ
ー
ル
を
飲
み
、
焼
き
肉
を
食
べ

る
の
が
定
番
で
す
。

　

23
日
か
ら
24
日
に
か
け
て
は
、

夜
通
し
夏
至
祭
を
祝
い
ま
す
。
ラ

ト
ビ
ア
に
は
「
ヤ
ー
ニ
ス
の
日
に

寝
て
は
い
け
ま
せ
ん
」
と
い
う
有

名
な
こ
と
わ
ざ
が
あ
り
ま
す
。
寝
て
し
ま
う
と

一
年
中
寝
坊
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
言
い
伝

え
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
伝
統
を
守
る
人
々
が
多

い
で
す
。

　

ラ
ト
ビ
ア
の
祭
り
の
中
で
、
私
も
夏
至
祭
を

一
番
愛
し
て
い
る
ラ
ト
ビ
ア
人
の
一
人
で
す
。

香
り
の
良
い
花
に
囲
ま
れ
、
お
い
し
い
料
理
を

食
べ
、
家
族
と
友
達
と
一
緒
に
過
ご
す
素
晴
ら

し
い
祭
り
だ
と
思
い
ま
す
。

N
atu

re C
o
lu

m
n

（
ネ
ー
チ
ャ
ー 

コ
ラ
ム
）

自
然
ガ
イ
ド
な
ど
で
活
躍
す
る
人
た
ち
を
リ
レ
ー
し
て
い
ま
す
。

大雪山の素顔

N

自

ラ
ト
ビ
ア
で
一
番
愛
さ
れ
て
い
る
祭
り

国
際
交
流
員

ク
リ
ス
タ
・
ボ
グ
ダ
ノ
ヴ
ァ

アウトドア・ガイド Natures　中 川 伸 也

！

世界
を知
ろう
！

世界
を知
ろう！

世界
を知
ろう
！

世界
を知
ろう

２
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A word from another world

英語教育指導員　宮地晶子の

エイゴノマナビカタ

A word from another worldNo.45

The Ogopogo   Taylor Burnett 

My hometown of Kelowna was founded beside the Okanagan Lake. The lake is 
very long, very deep, and very mysterious. Recently, strange sightings have 
occurred near the lake. What did the people see? Why the Ogopogo of course!
The Ogopogo is Kelowna's version of the Loch Ness Monster. The Ogopogo has 
the head of a horse, the horns of a goat, and the long, scaly body of a gigantic eel. 
It is said to be 10 metres long and lives at the bottom of the Okanagan Lake. 
People have been reporting sightings of the Ogopogo since before Kelowna was 
formed, with the most recent sightings in April of this year!
There are many theories about Ogopogo. The indigenous Okanagan people in the 
area called it n'ha-a-itk and told children to take care around the water. There are 
stories about boats being overturned, horses dragged beneath the water, or myste-
rious waves that go against the current. One popular story tells of the Ogopogo 
rescuing a school bus after it fell off the bridge. Some say the Ogopogo travels in 
secret tunnels between the Okanagan Lake and the Pacific Ocean, or even all the way to Loch Ness! Even I have seen a myste-
rious ripple or two in the middle of the lake. It is hard not to imagine what might be lurking below. 
Some people are quick to dismiss the Ogopogo as just a legend, where others insist it exists. Do you believe in the Ogopogo? 

Ogopogo: オゴポゴ ／ Okanagan:  オカナガン ／ n'ha-a-itk: ナハッアッイティク

第119回

スーパー・グローバル大学構想

　「SGU」ってご存じですか。札幌学院大学？　いえいえ、
「スーパー・グローバル・ユニバーシティー」の略です。これは
「大学のグローバル化を図る」という文部科学省の事業。37大学
が選ばれ、なんと今後10年間で総額千億円の国助成をするそうで
す。
　選定になったある私立大学は、今後留学生数を500人から２千
人に、外国人教員数を14パーセントから20パーセントに増やすそ
うです。キャンパスを国際化することで英語を使う機会が増え、グ

ローバル化に対して学生たちのアレルギーがなくなる、というのが
狙いだそうです。
　今や日本の空港では、出入国時の検疫でウィルスなどの未然侵
入チェックと水際の食い止めを求められています。介護分野では
外国人労働者の労働力に頼り、接客業の外国人もとても多くなり
ました。今やグローバル化は、海外に出なくても国内に押し寄せ
ています。
　そこで、改めてSGUの費用対効果は？と考えてみると、「アレル
ギーがなくなる」という目的のために、そんなに多額の予算をかけ
る手法は、「英語嫌いを作らないために」という理由で小学校に
英語活動を導入したときとそっくり同じに思えます。
　道内で選定された北海道大学では、「新渡戸カレッジ」という
特別コースで、グローバルに活躍できる人材を育てるとか。英語で
の授業、海外留学促進などとおもしろそうではあります。でもじ
れったいなあ、と思うのです。大学にも留学にも期待はしますが、
それ以前に個人がどれだけ力を蓄えるかだと思うからです。
　かつて「TOEFLと留学指導の鬼」といわれた村川久子先生は
こう言いました。「１日２時間やらないなら、うまいもん食って寝て
いた方がマシ」。どうです？気持ちいいでしょう。言ってみたーい！

（訳：宮地晶子）

オゴポゴ　テイラー・バーネット
　私の故郷ケロウナは、オカナガン湖のそばにできたまち。この湖は、とても長くて深くて神秘的。最近ではこの近くで不思議な目撃
情報が。人々が目にしたものは？　もちろん、それはオゴポゴ！　　　
　オゴポゴは、ネス湖のネッシーのケロウナ版。頭は馬で、角は山羊、そして巨大ウナギのように長くてうろこの浮いた体。全長10メー
トルでオカナガン湖の奥底に住んでいます。オゴポゴの目撃情報は、ケロウナの街ができる前からありました。最近では、今年４月に
も目撃されています。
　オゴポゴには多くの説があります。先住民は、オゴポゴをナハッアッイティクと呼び、湖の周りでは注意するように子供たちに言い聞
かせました。ボートが転覆させられたり、馬が引きずりこまれたり、神秘的な波が逆立つ、という説もあります。好まれるのは、オゴポ
ゴが橋から落ちたスクールバスを助けたという話。また秘密の海底トンネルでオカナガン湖と太平洋を行ったり来たりしているとか、
ネス湖まで行く、と言う人もいます。私だって、湖の真ん中に不思議なさざ波の一つや二つ見ましたからね。湖水に何が潜んでいるのか
想像せずにはいられません。
　ただの伝説、と片付ける人もいるけれど、オボコボは存在する、と主張する人もいます。あなたは信じますか。

【ちょっと豆知識】宮地晶子

　謎の怪獣は、ケロウナの「オゴポゴ」
のほかに、マニトバ州には「マニポ
ゴ」、ウィニベゴシス湖には「ウィニ
ポゴ」など、カナダにはずいぶんいる
らしい。楽しいですね。英語ではこれ
ら謎の未確認動物を総称してcryptid
（クリプティッド)と呼びます。日本で
は未確認飛行物体UFO（ Unidentified 
Flying Object）をまねてUMA（ユー
マ）（Unidentified Mysterious 
Animal）と呼んでいます。英語っぽい
ですね。
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　 俳　

句

峠
道
若
葉
の
ア
ー
チ
く
ぐ
り
抜
け

吉
野
山
葉
桜
も
よ
し
奥
千
本

村
の
赤
ち
ゃ
ん
見
て
き
た
話
若
葉
燃
ゆ

裸
木
が
ゆ
っ
く
り
お
し
ゃ
れ
若
葉
着
て

天
仰
ぎ
背
伸
び
ぐ
ー
ん
と
蔦
若
葉

ひ
と
つ
聴
き
し
う
ち
あ
け
話
若
葉
雨

開
店
に
待
っ
て
た
人
や
花
溢
る
る

ラ
ジ
オ
か
ら
ヴ
ィ
バ
ル
デ
ィ
の
四
季
闇
に
聴
く

春
コ
ー
ト
不
安
と
期
待
隠
し
お
り

し
だ
れ
桜
の
日
向
の
揺
れ
や
厨
窓

待
ち
わ
び
し
若
葉
わ
か
ば
の
朝
が
来
た

花
の
雨
ど
こ
に
も
行
か
ぬ
髪
を
結
う

若
葉
っ
て
い
い
な
も
ど
り
は
出
来
な
い
か
ら

ピ
ザ
窯
の
え
ん
と
つ
光
る
五
月
晴
れ

新
入
の
社
員
若
葉
の
匂
い
か
な

若
葉
風
と
き
に
は
う
な
じ
く
す
ぐ
ら
れ

太
陽
に
翳
す
小
さ
き
手
若
葉
か
な

庭
に
撒
く
じ
ょ
う
ろ
の
水
に
夏
き
ざ
す

若　

田　
　
　

久

高　

瀬　
　
　

潤

石　

澤　

清　

宏

松　

山　

蓉　

子

三　

島　
　
　

智

若　

田　
　
　

郁

本　

田　
　
　

咲

佐
々
木　

り　

え

山　

内　

み　

ゆ

長
谷
川　

き
み
ゑ

小　

林　

ろ　

ば

高　

橋　

公　

花

杉
山　

ひ
ろ
の
り

保　

科　

な　

ほ

徳　

光　

吐　

苦

杉　

山　

り　

つ

こ
ば
や
し　

星
来

横　

田　

則　

子

俳　

句

俳　

句

人
生
を
拓
く

ひ
ら

13

　

正
義
さ
ん
、
ヤ
ヱ
さ
ん
は
そ
ろ
っ
て
元
気
に
１

０
０
歳
を
迎
え
た
町
内
最
長
寿
の
ご
夫
婦
。
ヤ
ヱ

さ
ん
は
昨
年
秋
、
長
寿
の
お
祝
い
と
し
て
総
理
大

臣
か
ら
の
銀
杯
も
受
け
ま
し
た
。

　

正
義
さ
ん
は
、
１
９
４
３
（
昭
和
18
）
年
、
第

二
地
区
に
欠
か
せ
な
い
地
域
郵
便
局
と
し
て
誕
生

し
た
東
川
北
郵
便
局
の
初
代
局
長
で
し
た
。
当
時
、

道
内
一
若
い
28
歳
の
局
長
。
異
例
な
若
さ
で
し
た
。

終
戦
後
第
１
回
の
村
議
会
議
員
に
も
当
選
し
33
歳

の
若
さ
で
村
議
会
議
長
も
務
め
ま
し
た
。

　

両
親
は
旭
川
市
豊
田
（
現
在
）
に
入
植
。
１
９

２
９
（
昭
和
４
）
年
に
第
四
尋
常
高
等
小
学
校

（
旧
旭
川
市
立
第
四
小
学
校
）
を
卒
業
し
ま
し
た
。

15
歳
で
当
時
の
豊
田
郵
便
局
（
特
定
局
）
に
電
報

配
達
掛
と
し
て
採
用
に
な
っ
た

の
が
人
生
の
ス
タ
ー
ト
。
郵
便

局
長
と
な
っ
て
か
ら
は
妻
ヤ
ヱ

さ
ん
と
夫
唱
婦
随
で
郵
便
局
勤

め
を
し
ま
し
た
。
１
９
８
４

（
昭
和
59
）
年
、
68
歳
の
退
職

ま
で
元
気
に
勤
め
上
げ
ま
し
た
。

　

ヤ
ヱ
さ
ん
は
正
義
さ
ん
が
退

職
す
る
８
年
前
に
退
職
。
そ
の

あ
と
、
二
男
、
享
さ
ん
（
65
）

が
入
局
し
て
親
子
二
代
で
郵
便

局
長
を
務
め
ま
し
た
。

　

幼
い
こ
ろ
の
思
い
出
は
今
も
鮮
明
な
記
憶
。

「
大
正
４
年
５
月
10
日
の
生
ま
れ
に
な
っ
て
い
る

け
ど
、
本
当
は
大
正
３
年
10
月
10
日
生
ま
れ
。
刈

り
入
れ
が
忙
し
く
て
、
僕
は
７
カ
月
遅
れ
の
春
に

な
っ
て
か
ら
届
け
出
し
た
ん
だ
よ
。
ボ
ロ
ボ
ロ
の

草
ぶ
き
屋
根
で
貧
し
い
家
だ
っ
た
」
。

　

６
人
兄
弟
で
し
た
が
、
み
な
病
弱
で
早
く
に
他

界
し
、
妹
と
２
人
だ
け
残
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の

妹
も
30
代
半
ば
で
早
逝
し
、
体
格
が
大
き
か
っ
た

正
義
さ
ん
が
ひ
と
り
健
康
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

両
親
が
他
界
し
た
25
歳
の
時
、
初
山
別
村
生
ま

れ
の
ヤ
ヱ
さ
ん
と
結
婚
し
ま
し
た
。
ヤ
ヱ
さ
ん
の

お
父
さ
ん
が
正
義
さ
ん
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
見
に
来

て
「
オ
レ
の
家
よ
り
ひ
ど
い
」
と
感
想
を
漏
ら
し

た
そ
う
で
す
が
、
真
面
目
な
勤
務
ぶ
り
を
聞
い
て

結
婚
を
許
し
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。

　

ヤ
ヱ
さ
ん
は
、
２
年
前
ま
で

享
さ
ん
夫
婦
と
一
緒
に
同
居
し

て
い
ま
し
た
が
、
骨
折
を
機
に

老
人
保
健
施
設
・
ひ
だ
ま
り
の

里
に
入
所
。
今
は
週
２
回
、
正

義
さ
ん
が
会
い
に
訪
れ
ま
す
。

お
互
い
元
気
な
顔
を
見
る
と
安

心
す
る
よ
う
。
「
今
、
心
配
な

こ
と
何
も
な
い
よ
」
と
正
義
さ

ん
の
健
康
を
気
遣
っ
て
い
ま
す
。

（
関
連
記
事
18
㌻
参
照
）

い
し　
　

か
わ         

ま
さ 　
　

よ
し 

　
　
　
　
　
　
　
　

  

＝
22
区

石　

川　

正　

義
さ
ん
（
100
）

ヤ　

ヱ
さ
ん
（
100
）

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

11 Higashikawa  2015  June



大雪地区広域連合からのお知らせ

お問い合わせ
大雪地区広域連合介護保険対策室
☎（直）82－3697

世帯全員住民税非課税で、本人の「前年の合計所得金額＋課税年金収
入額」の合計が「120万円を超える」方

本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が「所得120万円未満」の方

住民税課税世帯で、本人が住民税非課税であり、前年の「合計所得金額
＋課税年金収入額」の合計が「80万円以下」の方

生活保護の受給者、世帯全員住民税非課税で老齢福祉年金の受給者ま
たは本人の「前年の合計所得金額＋課税年金収入額」の合計が80万円
以下の方

世帯全員住民税非課税で、本人の「前年の合計所得金額＋課税年金収
入額」の合計が「80万円を超え120万円以下」の方

住民税課税世帯で、本人が住民税非課税であり、前年の「合計所得金額
＋課税年金収入額」の合計が「80万円を超える」方

本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が所得「120万円以上190
万円未満」

本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が所得「400万円以上600
万円未満」

本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が所得「600万円以上」

本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が所得「190万円以上290
万円未満」

本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が所得「290万円以上400
万円未満」

第３段階

第６段階

第４段階

第１段階

第２段階

第５段階

第７段階

第10段階

第11段階

第８段階

第９段階

対　象　者保険料区分 算定方法

基準額×0.75

基準額×1.26

基準額×0.88

基準額×0.50から
基準額×0.45に
軽減予定

基準額×0.70

基準額
69,305×1.00

基準額×1.30

基準額×1.87

基準額×2.13

基準額×1.57

基準額×1.60

52,000円

87,300円

61,000円

34,700円から
31,200円に
軽減予定

48,500円

69,300円

90,100円

129,600円

147,600円

108,800円

110,900円

平成27～29年度

年額保険料

（人）
（人）
（％）

総 人 口
高齢者人口
高 齢 化 率

28,986
8,765
30.2

29,159
8,948
30.7

29,051
8,995
31.0

東川、東神楽、美瑛３町の高齢者人口推移
区　分 本年度 28年度 29年度

要支援１
　〃　２
合     計

155
216
371

161
224
385

167
233
400

在宅 （介護予防） サービス利用者の推計（人）
区　分 本年度 28年度 29年度

要支援１
　〃　２
要介護１
　〃　２
　〃　３
　〃　４
　〃　５
合     計

（％）出 現 率

316
288
431
311
171
182
169
1,868
21.3

334
303
455
329
181
192
179
1,973
22.0

352
321
480
347
190
203
188
2,081
23.1

要介護（要支援）認定者の推計　　（人）
区　分 本年度 28年度 29年度

要介護１
　〃　２
　〃　３
　〃　４
　〃　５
合     計

22
56
34
7
5
54

337
267
141
92
58
895

349
276
144
94
59
922

在宅（介護）サービス利用者の推計（人）
区　分 本年度 28年度 29年度

介護老人福祉施設
介護老人保健施設
介護療養型医療施設

合   計

188
153
24
365

189
154
24
367

191
156
24
371

要介護（要支援）認定者の推計　　（人）
区　分 本年度 28年度 29年度

在宅サービス利用者の中で介護予防（要支援１、２）に
該当する利用者を推計

介護保険施設（特別養護老人ホーム、老人保健施設、療
養型医療施設）の利用者を推計

在宅サービス利用者の中で介護給付 （要介護
１以上）に該当する利用者を推計

　大雪地区広域連合は、本年度から３年間の第６期介護保険料の料率等を改定しました。
介護保険制度は、介護給付費等は利用者負担（１割）を除いた費用の50％を公費（国、道、広域連合）
で賄い、残り50％を第１号被保険者（65歳以上）の保険料22％（第５期は21％）、第２号被保険者
（40歳～64歳）の保険料28％（第５期は29％）で賄うことになっています。
　保険料負担は、介護給付費の増加に伴って増大しています。今後とも安定的な介護制度運営をするた
めには、これまで以上に被保険者の方の負担能力に応じた保険料算定をする必要があるため、保険料負
担段階の設定を行います。
１．第１号被保険者は、今後の要介護認定者及び介護サービス利用の状況の変化に的確に対応できるよ
　　うに広域連合を構成する町の高齢者の現状と将来推計及び介護サービスの利用見込みを行います。
　　介護保険料の基準額（第５段階）は年額69,305円（月額換算5,775円）としました。
２．第１号被保険者の介護保険料段階区分を11段階に改正しました（旧第５期介護保険料の段階区分
　　は10段階）。
３．旧第５期の第１段階と第２段階を、第１段階の１つの段階区分に統合しました。
４．合計所得金額120万円未満の方を第６段階（旧第５期では第７段階）、同120万円以上190万円未
　　満の方を第７段階に新区分しました。
５．合計所得金額190万円以上290万円未満の方を第８段階（旧第５期第８段階）、同290万円以上400
　　万円未満の方を第９段階に新区分しました。
６．「保険料区分」は、下記のとおり11段階に区分します（当該年度の４月１日時点における被保険
　　者本人の課税及び所得状況、被保険者の属する世帯の課税状況による）。
７．第1段階の年額保険料は、後日政令で定まる低所得者への軽減措置を踏まえて軽減予定です。

第１号被保険者（65歳以上）の保険料

国民健康保険料、介護保険料を改定します
―後期高齢者医療保険料は据え置き―

国民健康保険料、介護保険料、後期高齢者
医療保険料を改定しました

　大雪地区広域連合は介護保険法に基づいて本年度第６期介護保険事業計画を策定しました。
　住み慣れた地域で高齢になっても安心して暮し続けることができるように、今後３年間の介護サービ
ス量を見込んでいます。人口、高齢者数、介
護認定者数等の推計を基に、推計値と介護サ
ービスの利用動向に基づいて介護サービス報
酬単価の見直し、介護報酬全体の改定率等も
踏まえて策定しました。 詳しくは後ほど介護
保険パンフレットでお知らせいたします。
　将来の人口推計は、広域連合事務組合を構成している構成３町（東川、東神楽、美瑛）の高齢者福祉
計画等を踏まえて調整を図りました。今後３年間で総人口29,051人、高齢者人口は8,995人、高齢化率
31.0％となり、 高齢化がさらに進むと予測しています（29年度見込み）。

要介護（要支援）認定者の推計
　認定者は、推計で1,868人（本年度）から
213人増の2,081人（29年度）を見込んでい
ます。
　65歳以上の高齢者人口（出現率）は本年度
の21.3％を1.8ポイント上回って３年後には
23.1％になると推計されています。

※数値は第１号被保険者（65歳以上）の認定
者数
出現率＝認定者数÷高齢者人口

サービス利用者の推計

第６期介護保険事業計画を策定しました
介護保険事業計画基礎数値の推計

第６期介護保険事業計画を策定しました
介護保険事業計画基礎数値の推計

第６期介護保険事業計画を策定しました
介護保険事業計画基礎数値の推計

第６期介護保険料の算定改定お知らせ第６期介護保険料の算定改定お知らせ第６期介護保険料の算定改定お知らせ
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大雪地区広域連合からのお知らせ

予防と健康管理の取り組み通じ医療費適正化へ予防と健康管理の取り組み通じ医療費適正化へ予防と健康管理の取り組み通じ医療費適正化へ
皆さまの健康を支えるデータヘルス計画を策定しました皆さまの健康を支えるデータヘルス計画を策定しました皆さまの健康を支えるデータヘルス計画を策定しました

　増え続ける医療費による保険負担の増大を抑制することを目的として、本年度から全国で健康・
医療戦略（日本再興戦略）を進めることになり、市町村の国民健康保険者は加入者の健康保持を増
進する事業計画として、「データヘルス計画」の作成公表、事業実施、評価等に取り組むことを推
進しています。当広域連合では、加入者の健康づくりや予防活動を促進する健診、医療、介護の各
分野の各種住民健康データを活用して健康づくり、生活習慣病の予防活動を行うデータヘルス計画
の策定を進めることになり、その取り組みを始めています。
　一般に生活習慣病は自覚症状がない場合が多いといわれます。その予防には定期的に健診を受け、
得られた健診データをもとに、かかりつけ医や町の保健師を通じて健康相談、指導を受け、健康を
維持することが効果的です。データヘルス計画は、地域の皆さまの健康度を測ってデータベース化
し、そのデータを皆さまの健康保持に役立てるのが目的です。その成果として皆さまが健康で暮ら
し、健康を保持増進していくことが医療費の適正化につながります。

特徴
　効果的で効率的な保健事業の推進を目指して、健康、
医療情報を活用して保健事業計画を策定し、住民の健康
増進、病気予防を進めることを求められています。その
ため健診、医療、介護情報（国保データベースシステム）
を活用してPDCAサイクル（※１）に沿って保健事業を
実施し、その成果を１年ごとに評価して見直します。国
保データベースシステムによって経年変化、全国、全道、
同規模保険者と比較しながら事業評価できるようになり
ました（※２）。

目標
　最終目標は、長期入院、高額医療費が必要となる病気
の重症化予防し、虚血性心疾患、脳血管疾患など病気の
新規発症率を減らして地域医療費の伸びを抑えることで
す。

取り組み
大雪地区広域連合を構成する東川、美瑛、東神楽の３町
は、地域住民の方の生活習慣病を予防するため、健診の
未受診者対策や健康相談に取り組んできました。しかし
依然として国民健康保険、後期高齢者医療制度の被保険者医療費、介護給付費用は毎年伸び続けて
います。その背景として虚血性心疾患、脳血管疾患、糖尿病性腎症といった「血管病」（※３）が
あることが明らかになってきました。そのため大雪地区広域連合では、健診、医療、介護データを
分析し、今後必要とされる地域の健康課題を整理してきました。

期間
　平成27年から３カ年とし、最終年度となる同29年度に目的、目標の達成状況を評価します。

※１　PDCAサイクルとは、「Plan（計画）→Do（実施）→Check（評価）→Action（改善）」を指す（図参照）。
※２　同規模保険者、人口ごとに分かれており、東川町と同規模保険者は全国244市町村（平成25年度）。
※３　血管病…血管壁や血管内皮（血管の細胞）の障害を血管病と総称しています。

保健事業（健診、保健指導）のPDCAサイクル
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くらし
・

ネットワーク

夜間納税と相談の日

6月8日㈪
毎月第2月曜日／17：15～20：00

夜間納税と相談の日

6月8日㈪
毎月第2月曜日／17：15～20：00

夜間納税と相談の日

6月8日㈪
毎月第2月曜日／17：15～20：00
税務課収納室／役場1階税務課（4番窓口）

く

ら

し
・
ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

を
実
施
し
ま
す
。
生
後
91
日
以
上
の
飼

い
犬
は
狂
犬
病
予
防
法
で
年
一
度
の
狂

犬
病
予
防
注
射
が
必
要
で
す
。
必
ず
予

防
注
射
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
動
物
病
院

な
ど
で
予
防
注
射
を
受
け
た
場
合
は
狂

犬
病
予
防
注
射
済
み
票
を
交
付
し
ま
す

の
で
定
住
促
進
課
ま
で
お
い
で
く
だ
さ

い
（
手
数
料
５
５
０
円
）
。

　

飼
い
主
の
変
更
、
飼
い
犬
が
死
亡
し

た
時
に
は
役
場
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。

日
時　

６
月
６
日
（
土
）
午
前
９
時
〜

　

同
11
時
半

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
横

料
金　

①
犬
の
新
規
登
録
３
千
円
②
狂

　

犬
病
予
防
注
射
３
千
１
１
０
円

 

写
真
文
化
首
都
創
生
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
☎
内
線
２
３
４

「
東
川
町
美
し
い
風
景
づ
く
り
賞
」を

選
考
し
ま
す

　

東
川
町
美
し
い
風
景
づ
く
り
賞
の
選

ま
し
ょ
う
。

　

保
険
料
は
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付

さ
れ
る
納
付
書
で
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
納
付
は
、
各
種
金
融
機
関
、
郵

便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
直

接
支
払
う
方
法
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
納
付
、
口
座
振
替
を

利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、

納
付
を
督
促
す
る
督
促
状
を
送
付
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
指
定
期
限
ま

で
に
納
付
が
な
い
場
合
は
、
保
険
料
納

付
義
務
の
あ
る
方
の
支
払
い
保
険
料
に

延
滞
金
を
課
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料
の
納

付
が
困
難
な
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
免
除
、
ま
た
は
猶
予
制
度
が

あ
り
ま
す
。
旭
川
年
金
事
務
所
は
☎
72

│
５
０
０
４

狂
犬
病
予
防
注
射
日
の
ご
案
内

　

狂
犬
病
予
防
注
射
と
新
規
畜
犬
登
録

 

議
会
事
務
局
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
☎
内
線
３
１
１

町
議
会
第
２
回
定
例
会
を
開
会
し
ま

す
　

平
成
27
年
第
２
回
定
例
会
は
６
月

24
、
25
の
両
日
、
会
期
２
日
間
の
日
程

で
開
会
し
ま
す
。

　

一
般
質
問
、
一
般
会
計
等
の
補
正
予

算
案
を
審
議
予
定
で
す
。
開
会
は
午
前

９
時
半
の
予
定
で
す
。
日
程
な
ど
は
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

定
住
促
進
課
か
ら

　

各
種
届
け
出
は
住
民
室
☎
内
線
１
１

１国
民
年
金
保
険
料
は
納
付
期
限
ま
で

に
納
め
ま
し
ょ
う

　

今
年
４
月
か
ら
来
年
年
３
月
分
ま
で

の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月
額
１
万
５

千
５
９
０
円
で
す
。
忘
れ
ず
に
納
付
し

考
、
審
査
を
今
年
も
実
施
し
ま
す
。

　

審
査
対
象
は
①
町
内
全
域
の
住
宅
、

店
舗
（
敷
地
内
の
花
壇
、
建
物
設
計
、

木
彫
看
板
、
電
飾
な
ど
）
②
事
業
所
、

事
務
所
（
植
樹
、
草
木
な
ど
の
緑
化
、

企
業
看
板
、
電
飾
な
ど
）
③
自
然
環

境
の
保
全
、
快
適
な
生
活
環
境
づ
く

り
の
た
め
の
住
民
活
動
（
森
林
地
域

な
ど
の
植
樹
、
自
然
公
園
地
域
や
河

川
・
公
園
の
清
掃
活
動
な
ど
）
―
で

す
。

　

審
査
委
員
が
順
次
現
地
調
査
を
行
っ

て
審
査
し
、
後
日
公
表
し
ま
す
。

　

「
美
し
い
東
川
の
風
景
を
守
り
育
て

る
条
例
」
に
基
づ
い
て
実
施
し
、
個
人

部
門
（
３
カ
所
）
、
団
体
部
門
（
１
カ

所
）
、
事
業
所
・
事
務
所
部
門
（
１
カ

所
）
の
３
部
門
で
表
彰
予
定
で
す
。

 
写
真
の
町
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
☎
内
線
５
９
２

写
真
甲
子
園
の
出
場
選
手
宿
泊
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集

　

「
写
真
甲
子
園
２
０
１
５
」
に
出
場

す
る
高
校
生
選
手
を
受
け
入
れ
て
く
れ

る
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
町
内
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
全
国
各
地
か

ら
の
代
表
18
校
の
チ
ー
ム
選
手
を
歓

迎
し
、
家
族
ぐ
る
み
の
交
流
で
迎
え

ま
し
ょ
う
。

　

大
会
は
８
月
４
日
（
火
）
か
ら
同
月

７
日
（
金
）
ま
で
４
日
間
。
写
真
の

町
・
東
川
町
な
ど
を
撮
影
ス
テ
ー
ジ
に
、

写
真
の
感
性
を
競
い
ま
す
。
温
か
い
歓

迎
と
応
援
が
高
校
生
選
手
の
実
力
を

引
き
出
す
源
泉
に
な
り
ま
す
。
選
手

た
ち
と
一
緒
に
写
真
甲
子
園
に
参
加

し
ま
し
ょ
う
。

受
入
期
間　

８
月
４
日
（
火
）
（
夕
刻

　

か
ら
翌
朝
ま
で
１
泊
）

締
め
切
り　

６
月
29
日
（
月
）
ま
で

（
必
着
）

人
数　

１
家
庭
当
た
り
１
校
４
人
（
選

人のうごき　4月16日～5月15日
（敬称略、掲載はご承諾をいただいております）

　
（前月比＋
（前月比＋
（前月比＋
（前月比＋

　
8,020人
3,724人
4,296人
3,585戸

7人
10人
107人
51人

　
53人）
21人）
32人）
48戸）

人口・世帯数　4月末日現在
人　口／
　男　／
　女　／
世帯数／
出　生／
死　亡／
転　入／
転　出／

　
父
和博
敬介
紳
遼平
健太
慶介
知洋
皐暉

　
母
朋子
つかさ
由香
茅波
美代子
郁子
桃子
詩穂

　
行政区
西町３丁目
南町２丁目
西町３丁目
北町３丁目
25区
北町３丁目
22区
新栄

お 誕 生
生まれた子
工藤　陽生
宇野　ひまり
福永　花乃
五十嵐　柚葉
高橋　櫻
竹田　一花
清水　颯大
川中　彪煌

  く  どう　 はるき

  う   の

ふくなが　   か  の

   いがらし　    ゆず は

たかはし　さくら

  たけだ　   いちか

  しみず　   そうた

かわなか　ひょうが

　
行政区
西区
６東区
南町１丁目
35区
11区
10区
17区
23区

　
歳
87歳
89歳
62歳
99歳
68歳
86歳
77歳
87歳

おくやみ
亡き人
徳本　和雄
太田　勝一
三井　好明
安藤　ヨシノ
髙橋　静江
次田　フサヱ
中島　敏光
三井　ヨシエ

届出人
徳本　和則
太田　光雄
三井　正博
安藤　久
髙橋　まさみ
次田　茂
中島　光子
三井　正博
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旭川がん検診センター
（保健福祉センターからバス送迎）

保健福祉センター
（旭川厚生病院）会 場

▶特定健診を受診される方は健診当日、特定健診受診券、健康保険証、健診料金が必要
▶がん検診を受診する農協正組合員（本人と家族の方）、准組合員（本人のみ）は自己負
　担額に対して農協から後日助成あり（３～６カ月後）。申し込み時に申し出。

そ の 他

広報5月号添付の申し込み用紙、または電話で申し込み。保健指導室は☎内線505～507申 し 込 み

「平成27年度健診のご案内保存版」参照（広報5月号と同時配布）検査項目・料金

●特定健診
▶特定健診受診券をお持ちの方が対象
　①30歳から74歳までの町民で国民健康保険加入者
　②40歳から74歳までの町民で、①以外の医療保険加入の扶養家族（本人を除く）
　　（厚生病院、がん検診センターの健診を受けることができるか事業主などにお問い合
　　　わせください）
●がん検診
▶30歳以上の町民（来年３月31日時点の年齢）
▶子宮頸（けい）がん検診は20歳以上の町民女性

対 象

6月22日㈪、23日㈫、24日㈬
6：30～8：30（30分ごとの受け付け）

7月9日㈭
7：50集合日 時

締 め 切 り 6月8日㈪まで 6月25日㈭まで

旭川厚生病院、旭川がん検診センターの特定健診、がん検診お知らせ  保健福祉課
　本年度前期の集団健診の申し込みを受け付けています。申し込みを忘れている方はお急ぎください。

く

ら

し
・
ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

く

ら

し
・
ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

の
皆
さ
ま
に
郵
送
で
発
送
し
て
い
ま
す
。

期
日
ま
で
に
必
要
書
類
を
提
出
く
だ
さ

い
。

　

提
出
期
限
は
６
月
19
日
（
金
）
＝
必

着
＝
で
す
。
更
新
手
続
き
が
遅
れ
る
と
、

８
月
１
日
以
降
、
当
制
度
の
適
用
を
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
医
療
機
関
へ

の
受
診
時
は
一
般
診
療
扱
い
と
な
り
、

本
人
自
己
負
担
は
３
割
負
担
と
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

今
年
１
月
１
日
現
在
東
川
町
に
住
所

の
な
い
方
は
、
27
年
度
（
平
成
26
年
分
）

所
得
課
税
証
明
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

今
年
１
月
１
日
現
在
の
住
所
登
録
所
在

地
で
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
認
定

結
果
は
７
月
末
日
ま
で
に
通
知
し
ま
す
。

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
期
限
は
６

月
30
日
で
す

　

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、

毎
年
６
月
１
日
（
月
）
か
ら
同
月
30
日

（
火
）
の
間
に
、
受
給
者
の
前
年
所
得
、

養
育
状
況
等
を
確
認
す
る
た
め
、
「
児

童
手
当
現
況
届
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

す
で
に
５
月
28
日
付
け
で
各
受
給
者

あ
て
に
郵
送
で
現
況
届
提
出
を
お
願
い

す
る
案
内
状
を
発
送
済
み
で
す
。
期
日

ま
で
に
必
要
な
手
続
き
を
願
い
ま
す

（
公
務
員
は
別
途
各
職
場
か
ら
案
内
）
。

　

今
年
１
月
１
日
現
在
で
東
川
町
に
住

所
の
な
い
方
は
、
同
日
現
在
の
住
所
地

で
27
年
度
（
平
成
26
年
分
）
の
児
童
手

当
用
所
得
証
明
書
交
付
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

　

児
童
の
住
所
地
が
東
川
町
に
な
い
場

合
、
児
童
本
人
の
住
民
票
が
必
要
で
す
。

６
月
以
降
、
受
給
資
格
が
消
滅
す
る
場

合
も
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
現

況
届
の
提
出
が
な
い
と
６
月
分
以
降
の

児
童
手
当
の
支
払
い
を
受
け
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

食
事
か
ら
健
康
に「
栄
養
教
室
」

　

食
事
の
不
適
切
な
摂
取
、
運
動
不
足

が
原
因
の
生
活
習
慣
病
が
増
え
て
い
ま

す
。
健
康
の
大
切
さ
を
考
え
、
自
分
の

健
康
は
自
分
で
守
り
ま
し
ょ
う
。
身
近

な
材
料
を
使
っ
て
調
理
実
習
を
し
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
、
味
付
け
な
ど
を
確
認
し
て

食
生
活
を
見
直
し
ま
し
よ
う
（
希
望
す

る
方
は
食
生
活
改
善
推
進
員
と
な
る
単

位
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）
。

日
時　

６
月
17
日
（
水
）
午
前
10
時
〜

　

午
後
１
時
こ
ろ

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

町
民
ど
な
た
で
も
（
男
性
の
方

　

歓
迎
）

内
容　

「
食
生
活
チ
ェ
ッ
ク
パ
ー
ト
３
」

　

講
話
と
調
理
実
習
、
試
食
（
希
望
者

　

は
体
脂
肪
測
定
あ
り
）

持
ち
物　

筆
記
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

　

き
ん
（
食
材
費
の
一
部
１
０
０
円
を

　

自
己
負
担
）

冬
期
間
除
雪
業
務
の
臨
時
職
員
を
募

集
　

本
年
度
冬
期
間
の
除
雪
業
務
担
当
臨

時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。
希
望
す
る
方

は
期
日
ま
で
に
定
数
外
職
員
に
応
募
登

録
の
上
、
必
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
す
で
に
本
年
度
登
録
済
み
の
方

は
再
登
録
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
冬
の
除
雪
体
制
見
直
し
充
実
に

伴
っ
て
若
干
の
ス
タ
ッ
フ
増
員
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

募
集　

６
月
１
日
（
月
）
か
ら
９
月
30

　

日
（
水
）
ま
で

勤
務
期
間　

12
月
１
日
か
ら
来
年
３
月

　

31
日

勤
務
時
間　

７
時
間
半
（
早
出
除
雪
作

　

業
あ
り
）

勤
務
を
要
し
な
い
日　

土
、
日
、
祝
・

　

祭
日
、
年
末
年
始
（
除
雪
時
は
出
勤
）

賃
金　

日
額
８
千
６
０
０
円

登
録　

所
定
の
用
紙
（
定
数
外
職
員
履

　

歴
書
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
本

　

人
の
顔
写
真
を
添
付
し
て
申
し
込
み

　

（
所
定
用
紙
は
役
場
企
画
総
務
課
ま

　

で
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド
可
）

登
録
要
件　

町
内
在
住
の
方
で
大
型
一

　

種
免
許
、
大
型
特
殊
一
種
免
許
、
車

　

両
系
建
設
機
械
運
転
技
能
講
習
修
了

　

証
を
有
す
る
方

提
出
書
類　

履
歴
書
（
顔
写
真
添
付
）
、

　

運
転
免
許
証
写
し
（
表
裏
）
、
車
両

　

系
建
設
機
械
運
転
技
能
講
習
修
了
証

　

写
し

　

手
３
人
、
監
督
１
人
）
＝
寝
具
が
必

　

要
な
場
合
は
事
務
局
で
用
意

お
申
し
込
み　

写
真
甲
子
園
実
行
委
員

　

会
（
写
真
の
町
課
内
事
務
局
☎
内
線

　

５
９
２
）

そ
の
他　

選
手
へ
の
食
事
提
供
は
８
月

５
日
（
水
）
の
朝
食
だ
け
（
１
回
）
。

同
月
４
日
（
受
け
入
れ
日
）
は
、
選

手
団
一
行
の
歓
迎
夕
食
会
、
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方
と
の
顔
合
わ
せ
を

兼
ね
て
開
く
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
パ
ー

テ
ィ
ー
に
参
加
し
、
夕
食
を
と
り
ま

す
。

 

都
市
建
設
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
☎
内
線
２
４
２

東
川
小
学
校
に
隣
接
の
公
園
名
は

「
東
川
ゆ
め
公
園
」

　

東
川
小
学
校
に
隣
接
し
て
完
成
し
た

「
東
部
地
区
公
園
」
の
愛
称
が
「
東
川

ゆ
め
公
園
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
公
募
し
寄
せ
ら

れ
た
愛
称
を
審
査
の
結
果
決
定
し
ま
し

た
。
採
用
に
な
っ
た
公
園
名
を
応
募
し

た
方
は
次
の
通
り
。
（
敬
称
略
）

　

大
野
武
昭
（
17
区
西
町
）
、
山
崎
恵

子
（
東
町
２
）

 

公
共
施
設
サ
ー
ビ
ス
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
☎
内
線
２
５
１
、

２
５
２

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験
の

実
施

　

北
海
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

の
全
道
統
一
試
験
を
実
施
し
ま
す
（
全

道
９
カ
所
）
。
す
で
に
登
録
し
て
い
る

方
は
受
験
の
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

日
時　

10
月
21
日
（
水
）
午
後
１
時
半

　

か
ら
＝
旭
川
、
釧
路
、
室
蘭
会
場
と

　

も
（
他
の
道
内
会
場
で
受
験
可
）

受
験
料　

５
千
円

受
付
期
間　

８
月
24
日
（
月
）
〜
９
月

　

２
日
（
水
）

そ
の
他　

試
験
対
策
用
問
題
集
、
テ
キ

　

ス
ト
は
別
途
販
売
あ
り

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

役
場
公

　

共
施
設
サ
ー
ビ
ス
課
（
担
当
・
谷
地
）

　

＝
平
日
午
前
９
時
〜
正
午
、
同
午
後

　

１
時
〜
同
３
時
半

 

保
健
福
祉
課
か
ら

　

福
祉
の
こ
と
と
申
請
の
お
問
い
合
わ

せ
は
社
会
福
祉
室
☎
（
内
線
５
０
２
、

５
０
３
）
、
健
康
と
食
の
こ
と
は
保
健

指
導
室
☎
（
内
線
５
０
４
〜
５
０
７
）
、

高
齢
者
介
護
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
（
内
線
５
０
８
、
５
０
９
）

福
祉
医
療
受
給
者
証
の
更
新
手
続
き

期
限
は
６
月
19
日
で
す

　

「
重
度
心
身
障
害
者
」
「
ひ
と
り
親

家
庭
等
」
福
祉
医
療
受
給
者
証
の
有
効

期
限
は
７
月
31
日
（
金
）
ま
で
で
す
。

す
で
に
６
月
３
日
付
け
で
更
新
に
必
要

な
案
内
書
類
を
受
給
者
（
保
護
者
）

 

幼
児
セ
ン
タ
ー
か
ら

　

申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
地
域

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
82
│
５
１
０

０メ
ー
ク
ア
ッ
プ
講
座

　

お
肌
の
紫
外
線
対
策
基
礎
知
識
、

メ
ー
ク
ア
ッ
プ
術
の
講
座
で
す
。

日
時　

６
月
４
日
（
木
）
午
前
10
時
〜

　

11
時
30
分

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
プ
レ
ー

　

ル
ー
ム

定
員　

10
組
程
度
（
要
予
約
、
託
児
あ

　

り
）

対
象　

家
庭
の
親
子
ど
な
た
で
も

内
容　

メ
ー
ク
ア
ッ
プ

講
師　

浜
辺
薬
局
の
浜
辺
里
美
さ
ん

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ（
一
緒
に
考
え
よ
う
）

の
ご
案
内

　

「
食
」
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

今
回
は
「
か
む
」
こ
と
を
テ
ー
マ
に
し

た
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
で
す
。

日
時　

６
月
12
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

　

正
午

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー
調
理
室
（
託
児

　

あ
り
）

対
象　

子
育
て
中
の
方

定
員　

10
組
程
度
（
要
予
約
、
託
児
あ

　

り
）　
　
　

内
容　

「
カ
ム
カ
ム
・
ク
ッ
キ
ン
グ
」

締
め
切
り　

６
月
５
日
（
金
）

講
師　

役
場
栄
養
士
、
中
村
弘
美

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、
タ

 

教
育
委
員
会
か
ら

　

申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
生
涯

学
習
推
進
課
☎
内
線
５
８
６
、
５
８
７

町
民
体
育
祭
に
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い

　

第
37
回
町
民
体
育
祭
の
参
加
チ
ー
ム

を
募
集
し
ま
す
。

日
時　

７
月
５
日
（
日
）
午
前
８
時
半

　

（
選
手
集
合
）
、
同
９
時
（
開
会
式
）

場
所　

町
民
運
動
公
園
（
北
町
1
丁
目
）

申
し
込
み
締
め
切
り　

6
月
15
日
（
月
）

参
加
資
格　

町
民
、
町
内
事
業
所
に
勤

　

務
の
方
、
町
内
の
各
種
学
校
在
学
生

　

な
ど

水
泳
授
業
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募

集
　

学
校
活
動
支
援
の
一
環
と
し
て
町
内

小
学
校
の
水
泳
授
業
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
ま
す
。

条
件　

水
泳
が
で
き
て
子
ど
も
た
ち
と

　

一
緒
に
泳
ぎ
、
水
泳
授
業
の
お
手
伝

　

い
が
で
き
る
意
欲
と
関
心
が
あ
る
18

　

歳
以
上
の
方

活
動
場
所　

Ｂ
＆
Ｇ
東
川
海
洋
セ
ン

タ
ー

登
録
申
請　

申
請
書
は
東
川
町
教
育
委

　

員
会
事
務
局
学
校
支
援
本
部
（
昨
年

　

登
録
済
み
の
方
は
申
請
不
要
）

　

オ
ル
、
筆
記
具

親
子
バ
ス
遠
足
に
出
か
け
ま
し
ょ
う

　

リ
ュ
ッ
ク
に
お
弁
当
と
お
や
つ
を
詰

め
て
遠
足
に
出
か
け
ま
し
ょ
う
。
大
型

バ
ス
に
乗
っ
て
も
り
も
り
パ
ー
ク
に
行

き
ま
す
。

日
時　

６
月
25
日
（
木
）
午
前
９
時
45

　

分
〜
午
後
１
時
15
分

場
所　

も
り
も
り
パ
ー
ク
（
旭
川
市
１

　

条
７
丁
目
、
フ
ィ
ー
ル
旭
川
６
階
） 

定
員　

20
組
程
度
（
要
予
約
）

対
象　

家
庭
の
親
子
ど
な
た
で
も

参
加
費　

無
料

締
め
切
り　

６
月
19
日
（
金
）

持
ち
物　

着
替
え
、
帽
子
、
お
弁
当
、

　

敷
物
、
飲
み
物

　

 よ
ち
よ
ち
教
室
を
開
き
ま
す

　

親
子
で
楽
し
く
遊
び
な
が
ら
お
友
だ

ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
乳
児
の
お
子

さ
ん
が
安
心
し
て
遊
べ
る
場
所
で
す
。

　

０
歳
児
対
象
の
親
子
遊
び
の
教
室
で

す
が
、
お
兄
ち
ゃ
ん
、
お
姉
ち
ゃ
ん
も

一
緒
に
ど
う
ぞ
。

日
時　

６
月
27
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

　

正
午

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
プ
レ
ー

　

ル
ー
ム

定
員　

15
組
程
度
（
要
予
約
）

対
象　

０
歳
児
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

内
容　

赤
ち
ゃ
ん
体
操
、
親
子
遊
び
、

　

靴
下
人
形
、
先
輩
お
父
さ
ん
を
囲
ん

　

で
の
交
流
「
お
父
さ
ん
も
遊
ぼ
う
」
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～～生きたことばを絵本から～

ラボ・パーティでは、いかにも“おべん

きょう”のようなテキストや教材は使い

ません。世界の童話や名作物語の絵本が

活動の中心となりなります。

良質なストーリーで心に刺激を受けなが

ら英語にふれる環境だから、子どもたち

は「生きた英語」はもちろん、「豊かな日

本語」「表現力」「思いやり」なども同時

に学んでくれるのです。

東川町で
ラボ・テューター（先生）

募集中です！
☆子育ての経験を活かしたい

☆絵本や物語が好き

☆英語を活かした仕事がしたい

☆自宅で子どもと遊びながら学びたい

興味のある方は、下記お問い合わせ先まで♪

世界につながる 未来につながる

英語の力を育てます

ラボ旭川教室で
無料体験教室実施中♪

（詳しくは右記HPまたはフリーダイヤルまで）

本部 東京都新宿区西新宿

く

ら

し
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ッ
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ー
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く

ら

し
・
ネ
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ト

ワ

ー

ク

第57回旭岳山のまつり／ヌプリコロカムイノミ
６月20日㈯、21日㈰（雨天決行、長靴、防寒具持参）
▶旭岳安全祈願祭（午後４時半から旭岳ロープウェイ山麓駅横）
▶森のインフォメーションセンター開設、森のレストラン、
　ヌプリコロカムイノミ（午後3時から旭岳青少年野営場）
▶北海道最高峰・旭岳登頂ツアー
　締め切り６月17日、参加費6,000円＝ロープウェー搭乗料金別、温泉入浴券付き＝、
　担当は役場産業振興課内事務局、大塚☎090-3890-2291

主催：大雪山旭岳山のまつり実行委員会
　

SEA TO SUMMIT 北海道大雪 旭岳（同日開催）
20日㈯▶開会式、シンポジウム（東川町農村環境改善センター）
21日㈰▶スタート（午前７時カヤック、最終は旭岳山頂までハイク）
●申し込みはhttp://www.seatosummit.jp

主催：大雪 旭岳 SEA TO SUMMIT実行委員会

６月20日㈯、21日㈰（雨天決行、長靴、防寒具持参）
▶旭岳安全祈願祭（午後４時半から旭岳ロープウェイ山麓駅横）
▶森のインフォメーションセンター開設、森のレストラン、
　ヌプリコロカムイノミ（午後3時から旭岳青少年野営場）
▶北海道最高峰・旭岳登頂ツアー
　締め切り６月17日、参加費6,000円＝ロープウェー搭乗料金別、温泉入浴券付き＝、
　担当は役場産業振興課内事務局、大塚☎090-3890-2291

主催：大雪山旭岳山のまつり実行委員会
　

SEA TO SUMMIT 北海道大雪 旭岳（同日開催）
20日㈯▶開会式、シンポジウム（東川町農村環境改善センター）
21日㈰▶スタート（午前７時カヤック、最終は旭岳山頂までハイク）
●申し込みはhttp://www.seatosummit.jp

主催：大雪 旭岳 SEA TO SUMMIT実行委員会

の
大
雪
山
民
間
研
究
家
、
清
水
敏
一
さ

ん
（
岩
見
沢
市
在
住
）
ら
、
協
力
を
い

た
だ
い
た
８
人
が
全
国
各
地
か
ら
来
席

し
て
出
版
を
祝
い
ま
し
た
。

石
川
正
義
さ
ん
か
ら
高
額
寄
付

　

5
月
18
日
、
22
区
の
石
川
正
義
さ
ん

（
１
０
０
）
が
役
場
を
訪
れ
、
高
額
寄

付
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
町
で
は

「
教
育
に
関
す
る
こ
と
に
役
立
て
て
ほ

し
い
」
と
い
う
申
し
出
に
沿
っ
て
、
次

代
を
担
う
子
供
た
ち
を
育
成
す
る
た
め

の
教
育
に
役
立
て
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
関
連
11
㌻
参
照
）

　

同
居
し
て
い
る
二
男
、
享
さ
ん

（
65
）
と
一
緒
に
役
場
を
訪
れ
、
松
岡

市
郎
町
長
に
目
録
を
手
渡
し
ま
し
た
。

「
僕
の
家
は
貧
乏
で
学
校
に
行
け
な

か
っ
た
の
で
、
子
供
た
ち
に
は
大
学
に

行
か
せ
な
け
り
ゃ
い
か
ん
、
と
思
っ
て

行
か
せ
た
。
自
分
が
行
け
な
か
っ
た
こ

◆
・
◆
・
◆
・
◆
・
◆
・
◆
・
◆
・
◆

「
大
雪
山
│
神
々
の
遊
ぶ
庭
を
読
む
」

出
版
の
集
い

　

東
川
町
は
５
月
１
日
、
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
で
「
大
雪
山
│
神
々
の
遊

ぶ
庭
を
読
む
」
（
新
評
論
刊
、
四
六
版

３
６
６
㌻
）
の
出
版
の
集
い
を
開
き
ま

し
た
。

　

東
川
町
に
位
置
す
る
大
雪
山
系
旭
岳

（
標
高
２
千
２
９
１
㍍
）
を
中
心
に
、

大
雪
山
の
由
来
、
歴
史
、
山
と
か
か

わ
っ
て
き
た
人
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。

　

中
谷
宇
吉
郎
雪
の
科
学
館
友
の
会
の

神
田
健
三
会
長
（
石
川
県
加
賀
市
）
が

氷
の
ペ
ン
ダ
ン
ト
づ
く
り
と
チ
ン
ダ
ル

現
象
の
実
験
を
披
露
。
ネ
イ
チ
ャ
ー
シ

ネ
プ
ロ
代
表
の
吉
田
嗣
郎
氏
（
神
奈
川

県
秦
野
市
）
は
、
多
年
性
植
物
の
シ
モ

バ
シ
ラ
に
氷
花
が
で
き
る
様
子
を
撮
影

し
た
映
像
を
会
場
で
披
露
し
ま
し
た
。

　

西
原
義
弘
町
史
編
集
専
門
員
、
共
著

と
も
あ
っ
て
教
育
に
は
す
ご
く
関
心

が
あ
る
」
と
託
し
ま
し
た
。

　

松
岡
町
長
は
「
こ
ん
な
小
さ
な
町
で

養
護
学
校
、
道
立
高
校
、
専
門
学
校
も

あ
っ
て
教
育
環
境
が
整
っ
て
い
る
と
こ

ろ
は
な
い
、
と
誇
り
を
持
っ
て
い
ま
す
」

と
一
層
の
教
育
環
境
充
実
に
役
立
て

る
こ
と
を
約
束
し
ま
し
た
。

　

石
川
さ
ん
の
寄
付
は
、
１
９
８
１

（
昭
和
56
）
年
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
羽
衣
園
の
建
設
の
た
め
に
高
額
寄
付

を
い
た
だ
い
て
以
来
２
回
目
。

認
知
症
を
合
言
葉
に「
オ
レ
ン
ジ
カ

フ
ェ
」オ
ー
プ
ン

　

４
月
20
日
、
社
会
福
祉
協
議
会
に

「
東
川
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
」
サ
ロ
ン
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

認
知
症
へ
の
理
解
と
介
護
、
予
防
の

た
め
の
知
識
を
深
め
、
一
緒
に
悩
み
や

課
題
の
解
決
策
を
考
え
よ
う
―
と
い
う

集
い
の
場
。
初
日
は
約
20
人
が
集
い
、

ビ
デ
オ
講
座
で
認
知
症
の
基
本
知
識

も
の
の
、
ほ
ぼ
全
道
平
均
並
み
の
普
及

に
な
り
ま
し
た
。
お
問
い
合
わ
せ
は
大

雪
消
防
組
合
東
消
防
署
☎
83
│
０
１
１

９今
年
も
ア
フ
リ
カ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
が

や
っ
て
く
る

ア
フ
リ
カ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委

　

音
楽
ユ
ニ
ッ
ト
「
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ

ン
・
ユ
ナ
イ
ツ
」
の
ア
フ
リ
カ
ン
コ
ン

サ
ー
ト
が
今
年
も
や
っ
て
き
ま
す
。

　

出
演
は
札
幌
を
中
心
に
活
動
し
て
い

る
音
楽
ユ
ニ
ッ
ト
「
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ

ン
・
ユ
ナ
イ
ツ
」
。
今
回
は
３
枚
目
の

ア
ル
バ
ム
リ
リ
ー
ス
を
記
念
し
た
全
道

ツ
ア
ー
の
一
環
で
す
。
昨
年
大
好
評

だ
っ
た
東
川
を
再
び
訪
れ
た
い
、
と
い

う
メ
ン
バ
ー
の
希
望
で
実
現
し
ま
し
た
。

　

日
本
と
ケ
ニ
ア
、
セ
ネ
ガ
ル
の
音
楽

が
融
合
し
た
ア
フ
リ
カ
ン
リ
ズ
ム
と
パ

ワ
ー
全
開
の
太
鼓
演
奏
、
歌
を
お
楽
し

み
に
。
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
日
本
人
と

ケ
ニ
ア
人
の
夫
婦
バ
ン
ド
「
オ
レ
ダ
ブ

エ
コ
」
も
出
演
予
定
で
す
。

日
時　

６
月
14
日
（
日
）
午
後
２
時
半

　

（
開
演
）

場
所　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

入
場
料　

大
人
千
５
０
０
円
、
学
生
５

　

０
０
円
、
小
学
生
以
下
は
無
料
（
当

　

日
券
の
み
）

お
問
い
合
わ
せ　

実
行
委
員
会
事
務
局

　

の
大
谷
さ
ん
☎
０
８
０
│
５
５
９
７ 

　

│
６
８
６
９
、
鈴
木
さ
ん
（
午
後
５

　

時
以
降
）
☎
０
９
０
│
８
２
７
８
│

を
学
び
ま
し
た
。

　

「
ぼ
だ
い
樹
の
会
」
の
認
知
症
勉
強

会
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。
同
会
で
は
、

高
齢
者
の
自
宅
介
護
、
重
度
障
害
の
方

の
家
族
介
護
の
方
法
な
ど
を
と
も
に
考

え
て
い
ま
す
。

　

毎
月
１
回
、
第
３
月
曜
日
の
午
前
10

時
か
ら
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
情
報
交
換

を
通
し
て
と
も
に
悩
み
を
考
え
、
認
知

症
予
防
を
学
び
あ
う
場
と
し
た
い
考
え

で
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
町
社
会
福
祉
協
議

会
ま
で
。

付
け
て
い
ま
す
か
？ 

住
宅
火
災
警
報

器

大
雪
消
防
組
合
東
消
防
署

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
万
一
火
災

事
故
が
起
き
た
場
合
、
住
ん
で
い
る
あ

な
た
と
家
族
に
危
険
を
知
ら
せ
る
大
切

な
機
器
で
す
。
ま
だ
設
置
し
て
い
な
い

方
、
必
要
な
場
所
に
設
置
を
終
え
て
い

な
い
住
宅
は
す
ぐ
に
取
り
付
け
ま
し
ょ

う
。

　

寝
室
と
、
寝
室
が
２
階
以
上
の
階
に

あ
る
場
合
、
寝
室
に
つ
な
が
る
階
段
に

煙
を
感
知
す
る
警
報
器
の
設
置
を
義
務

付
け
て
い
ま
す
。
す
で
に
設
置
し
て
い

る
ご
家
庭
で
は
、
い
ざ
と
い
う
時
に
作

動
す
る
よ
う
に
機
器
の
作
動
確
認
、
電

池
交
換
の
点
検
も
忘
れ
ず
に
。

　

町
内
の
設
置
率
は
、
現
在
83
・
９
％

（
４
月
末
日
現
在
）
で
す
。
全
道
平
均

に
比
べ
て
ま
だ
０
・
９
ポ
イ
ン
ト
低
い

　

３
５
２
４

映
画「
は
て
の
島
の
ま
つ
り
ご
と
」上

映
会

東
川
９
条
の
会

　

映
画
「
は
て
の
島
の
ま
つ
り
ご
と
」

上
映
会
を
行
い
ま
す
。
チ
ケ
ッ
ト
の
取

り
扱
い
は
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
な
が
さ
わ

☎
82
│
２
０
２
４
、
こ
ど
も
冨
貴
堂

（
旭
川
市
７
条
買
物
公
園
）
☎
25
│

３
１
６
９
へ
。

日
時　

６
月
６
日
（
土
）
２
回
上
映
①

　

午
後
２
時
か
ら
②
同
６
時
か
ら

場
所　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

鑑
賞
料　

一
般
前
売
り
千
円
、
当
日
千

　

２
０
０
円
、
大
学
生
（
障
が
い
者
）

　

５
０
０
円
、
高
校
生
以
下
無
料

お
問
い
合
わ
せ　

川
村
さ
ん
☎
82
│
５

　

０
５
２

ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
の
出
場
者
募
集

東
川
町
ミ
ニ
バ
レ
ー
協
会

　

東
川
町
ミ
ニ
バ
レ
ー
協
会
主
催
の
第

24
回
東
川
ミ
ニ
バ
レ
ー
協
会
長
杯
ミ
ニ

バ
レ
ー
大
会
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

当
日
は
弁
当
の
購
入
あ
っ
旋
を
し
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
参
加
申
し
込
み
時
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
（
１
個
６
０
０

円
）
。

日
時　

７
月
12
日
（
日
）
午
前
８
時
45

　

分
受
け
付
け

場
所　

B
&
G
東
川
海
洋
セ
ン
タ
ー

参
加
資
格　

東
川
町
民
、
ミ
ニ
バ
レ
―

　

協
会
員
、
協
会
登
録
予
定
者

【広告】
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【剣道】

◆第34回旭川地区少年剣道大会兼北海
道少年剣道錬成大会旭川予選会（５月６
日・旭川市総合体育館）

〔団体〕
▼小学生高学年の部　①東川錬成館（木
村咲太、窪田伸二、及川沙南、藤井勇輔、
七尾太一）＝全道大会出場決定
▼小学生低学年の部　③東川剣龍会（初
瀬尾泰輝、窪田辰三、正垣凛一郎、谷悠
翔、宍戸拳心）
〔個人〕
▼全道赤胴大会　及川沙南、七尾太一＝
以上、全道大会出場決定
◆第８回清柳杯少年剣道大会（４月25
日・音更町総合体育館）
［団体戦］
▼小学低学年の部　③東川剣龍会（初瀬
尾泰輝、竹中悠真、谷悠翔、正垣凛一郎、
宍戸拳心）

【バレーボール】

◆第35回全日本バレーボール小学生大
会北北海道大会旭川地区予選（５月９
日・比布町体育館）

▼小学生女子の部　③ひがしかわジュニ
ア
◆　第34回小学校バレー祭（４月29日・
比布町体育館）
▼小学生の部女子　②ひがしかわジュニ
ア

【野球】

◆野球少年団春季旭川支部大会（５月３
日・旭川ドリームスタジアム）

▼決勝戦
東川大雪野球少年団　９－14　美瑛野
球少年団

【ミニバスケットボール】

◆富良野沿線ミニバスケットボール大会
（５月16、17日・富良野市スポーツセン
ター）

▼少年組リーグ・ブロック２位決定戦
東川ミニバスケットボール少年団　
30―26　美瑛

各種大会成績

社
協
だ
よ
り

　

温
か
い
善
意
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　

４
月
16
日
か
ら
５
月
15
日
ま

で
に
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
方
は
次
の

と
お
り
で
す
。

《
ご
香
典
の
返
礼
に
か
え
て
》

10
区　
　
　
　
　

次
田　
　

茂
様

南
町
１
区　
　
　

三
井
ヨ
シ
エ
様

35
区　
　
　
　
　

安
藤　
　

久
様

「
く
ら
し
の
相
談
」を
ご
利
用

く
だ
さ
い

　

日
々
の
生
活
で
困
っ
て
い
る
こ

と
、
悩
み
ご
と
を
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。
随
時
お
受
け
い
た
し
ま
す
。

事
前
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
☎
82
―
７
５
０
５
）

　

今
月
の
相
談
員
は
次
の
と
お
り

で
す
。

稲  

井  

孝  

子

公営住宅、特定公共賃貸住宅の入居者を募集します

そ の 他

選 考 方 法

入 居 期 限

敷 金

連帯保証人

お問い合わせ

／入居申込者または同居親族が「暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律」第２条第６号に該当する場合には
　入居することはできません。

／公営住宅等入居者選考委員会を開いて入居者を決定します。
／６月末日（期限までに入居することが要件）
／家賃の3カ月分
／入居者と同程度以上の所得金額のある方２人（２人の保証人がいない場合は入居取り消し）
／定住促進課住まい室　☎８２─２１１１（内線115、116）

定住促進課

●公営住宅

募集団地 場　所 戸数、家賃 建築年、構造、設備等 そ　の　他

入
居
資
格

町内に住所または勤務地を有する方、本町に居住を希望されている方で次の要件に該当する方

１．同居または同居しようとする親族（婚約中の方なども含む）がいる方
　※同居する親族が原則４人以上いる方
　※一定の要件（60歳以上等）に該当する場合に限り単身入居が可能
２．法の規定により算出した月額所得（世帯全員分）が15万8千円以下
　※次のいずれかの要件に該当する場合は月額所得（世帯全員分）が21万4千円以下
　・1956（昭和31）年４月１日以前に生まれた方でかつ同居者のいずれもが同年同日以前生まれ、または18歳未満の方がいる場合
　・小学校就学の始期に達するまでの方がいる場合
　・身体障がい等級１級から４級までの方がいる場合
　・精神障がい等級１級から２級までの方がいる場合、知的障がい（精神障がいの程度に相当）の方がいる場合
　・ハンセン病療養者の方などがいる場合

入
居
資
格

町内に住所または勤務地を有する方、本町に居住を希望されている方で次の要件に該当する方
１．同居する親族が原則4人以上いる方
２．収入金額が国で定める収入基準の範囲内の方、または入居後所得の上昇が見込まれる方（詳細は問い合わせ）

●特定公共賃貸住宅

募集団地 場　所 戸数、家賃 建築年、構造、設備等 そ　の　他

②

受付期間 ６月１日㈬～同月12日㈮
定住促進課住まい室
２戸
１．入居申込書
２．住宅等状況申告書
３．所得の状況が確認できる書類（所得証明、源泉徴収票など）
４．地方税の滞納がないことを証明する書類（昨年１月１日現在で町内に住所があった方は同意書で可）
５．世帯全員分の住民票（町外の方のみ、本籍地表示は不要）
６．その他必要と認める書類
７．印鑑
※下線のついている書類は、定住促進課住まい室に用意してあります。
※３、４の書類は、入居予定者の中で所得のある方全員分を提出してください。

受付場所

募集戸数

お申し込みに
必要なもの

・給湯温水ボイラー付き
・調理器（LPガス）、暖房機（灯油FF）は各 
　自用意
・自治会管理の共同灯、ポンプ電気代、除
　雪費用は別途

・平成10年
・鉄筋コンクリート造り２階建て
・ユニットバス付き
・物置付き、駐車場１台
・ペットは認められません

・1戸（2階）
・52,200円～
　　99,000円

南町1丁目7番南団地Ｂ2
3LDK（80.9㎡）

①
・1戸（2階）
・25,900円～
　　68,800円

北町2丁目6番西団地A2
3LDK（78.80㎡）

・家賃の他に温水器、暖房機、調理器
　のリース料（月額6,000円程度）
・自治会管理の共同灯、ポンプ電気代、
　除雪費用は別途

・平成16年
・鉄筋コンクリート造り2階建て
・オール電化
・物置付き、駐車場１台
・ペットは認められません

く

ら

し
・
ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

く

ら

し
・
ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

ど
で
相
談
日
時
を
予
約
し
て
い
た
だ
く

事
前
予
約
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

 

特
に
資
産
税
（
相
続
税
、
贈
与
税
、

譲
渡
所
得
な
ど
）
に
係
る
個
別
相
談
は
、

相
談
内
容
が
申
告
ま
た
は
納
税
に
直
結

し
、
複
雑
で
具
体
的
書
類
や
事
実
関
係

の
確
認
が
必
要
に
な
る
た
め
事
前
の
予

約
が
有
効
で
す
。

 

６
月
の
相
談
日
は
12
日
、
26
日
（
い

ず
れ
も
金
曜
日
）
で
す
。
お
問
い
合
わ

せ
は
旭
川
東
税
務
署
☎
23
│
６
２
９
１

種
目　

混
成
40
歳
未
満
、
同
40
歳
以
上
、

　

同
50
歳
以
上
、
女
子

チ
ー
ム
編
成　

1
チ
ー
ム
６
人
以
内

（
大
会
当
日
の
満
年
齢
編
成
）

参
加
料　

１
人
５
０
０
円
（
当
日
支
払

　

い
）

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

B
&
G

海
洋
セ
ン
タ
ー
（
備
え
付
け
の
所
定

申
し
込
み
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
）
、
ま
た
は
事
務
局
の
山
鹿
さ
ん

☎
（
フ
ァ
ッ
ク
ス
）
82
│
３
７
０
５

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
の
ご
案
内

旭
川
地
方
法
務
局

　

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」
は
、

い
じ
め
、
児
童
虐
待
な
ど
子
ど
も
に
か

か
わ
る
悩
み
の
相
談
に
お
応
え
し
て
い

ま
す
。
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

　

６
月
22
日
か
ら
1
週
間
は
子
ど
も
の

人
権
１
１
０
番
強
化
週
間
に
あ
た
り
ま

す
。
期
間
中
通
常
の
相
談
時
間
に
比
べ

て
受
け
付
け
時
間
を
延
長
し
て
ご
相
談

に
応
じ
ま
す
。

☎　

０
１
２
０
│
０
０
７
│
１
１
０

（
無
料
）

期
間　

６
月
22
日
（
月
）
〜
同
月
28
日 

　

（
日
）
ま
で

時
間　

午
前
８
時
半
〜
午
後
７
時
（
土
、

　

日
は
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
）

税
の
相
談
は
ご
予
約
く
だ
さ
い

旭
川
東
税
務
署

　

税
務
署
で
は
税
に
関
す
る
「
個
別
相

談
（
個
別
照
会
）
」
は
事
前
に
電
話
な
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子
ど
も
た
ち
に
急
増
し
て
い
る
歯
の
矯
正
治
療

子
ど
も
た
ち
に
急
増
し
て
い
る
歯
の
矯
正
治
療

　

歯
科
医
院
を
受
診
す
る
子
ど

も
た
ち
の
治
療
で
急
増
し
て
い

る
の
は
矯
正
治
療
で
す
。
最
近

で
は
虫
歯
治
療
よ
り
も
多
い
よ

う
に
思
い
ま
す
。
徹
底
し
た
予

防
処
置
を
継
続
的
に
行
う
と
虫

歯
が
で
き
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
虫
歯
治

療
が
減
少
す
る
の
は
当
然
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
歯
列
の
不
正

を
認
め
る
子
供
は
以
前
よ
り
も

増
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

最
近
の
子
供
た
ち
の
身
体
的

特
徴
を
み
る
と
、
顔
面
の
大
き

さ
が
小
さ
い
こ
と
に
伴
っ
て
、

顎
の
骨
も
小
さ
く
な
っ
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

そ
の
傾
向
は
小
学
校
の
中
学

年
く
ら
い
に
な
る
と
特
に
顕
著

で
、
顔
が
小
さ
く
足
が
長
い
欧

米
人
の
よ
う
な
体
形
の
児
童
を

多
く
み
ま
す
。
標
準
的
な
日
本

人
型
体
形
の
私
に
と
っ
て
は
非

常
に
う
ら
や
ま
し
い
限
り
で
す
。

　

口
腔
内
の
特
徴
で
は
、
先
天

的
に
歯
牙
が
欠
損
し
て
い
た
り

過
剰
に
あ
っ
た
り
、
２
つ
の
歯

牙
が
癒
合
し
て
い
る
こ
と
も
以

前
よ
り
増
加
し
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。
歯
牙
が
並
ぶ
ス

ペ
ー
ス
が
な
い
の
で
、
歯
並
び

は
当
然
ガ
タ
ガ
タ
に
な
り
ま
す
。

歯
並
び
、か
み
合
わ
せ
の
悪

さ
は
治
療
が
必
要
？

　

矯
正
治
療
に
関
す
る
相

談
で
多
い
の
は
、
①

下
顎
前
歯
（
永
久

歯
）
が
乳
歯
の

裏
か
ら
出
て
き

た
②
前
歯
の
歯

並
び
が
ガ
タ
ガ

タ
③
か
み
合
わ

せ
が
反
対
―
の
３

つ
で
す
。
ほ
か
に

「
前
歯
が
前
方
に
出
て
い

る
」
「
歯
と
歯
が
す
い
て
い
る
」

な
ど
も
あ
り
ま
す
が
、
前
記
３

つ
が
圧
倒
的
多
数
で
す
。

　

①
の
ケ
ー
ス
は
、
歯
列
の
不

正
、
歯
並
び
の
異
常
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
永
久
歯
の
正
常
な
前

歯
は
、
乳
歯
の
裏
側
か
ら
萌
出

す
る
も
の
で
す
か
ら
、
そ
の
う

ち
に
手
前
の
乳
歯
が
自
然
脱
落

し
ま
す
。
抜
歯
な
ど
治
療
を
必

要
と
す
る
こ
と
は
ま
れ
で
す
。

　

②
③
の
ケ
ー
ス
は
、
放
置
し

て
歯
並
び
や
か
み
合
わ
せ
が
自

然
に
整
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

気
に
な
る
場
合
は
早
期
に
治
療

す
る
ほ
う
が
良
い
で
し
ょ

う
。
乳
歯
列
の
場
合

は
い
ず
れ
も
経

過
観
察
に
な
る

場
合
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。

一
般
的
に
治

療
ス
タ
ー
ト
は

６
歳
く
ら
い
か

ら
で
す
。

　

歯
並
び
や
か
み
合
わ

せ
が
悪
い
こ
と
は
病
気
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
虫
歯
に
な
り
や
す

く
、
咀
嚼
（
そ
し
ゃ
く
）
し
に

く
い
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
入
念
に
ブ
ラ
ッ
シ
ン

グ
し
、
よ
く
か
め
ば
良
い
だ
け

で
す
。
か
み
合
わ
せ
が
全
身
に

与
え
る
影
響
が
マ
ス
コ
ミ
で
取

り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
果
た
し
て
体
感
で
き
る

も
の
が
ど
れ
ほ
ど
あ
る
か
は
、

は
な
は
だ
疑
問
で
す
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
虫
歯

治
療
と
違
っ
て
ど
う
し
て
も
直

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
か
か
り
つ
け

の
歯
科
医
院
に
受
診
の
時
、
本

当
に
治
療
が
必
要
な
の
か
ど
う

か
を
相
談
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。
ち
な
み
に

私
の
か
み
合
わ
せ
は
、
前
歯
部

は
切
端
咬
合
（
こ
う
ご
う
）
＝

上
下
の
歯
の
端
と
端
が
接
触
す

る
状
態
＝
、
奥
歯
は
少
し
反
対

咬
合
で
す
。
矯
正
治
療
を
受
け

た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
か
み
合
わ
せ
が
原
因
で
困
っ

た
こ
と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。

子育てチャンネル子育てチャンネル子育てチャンネル
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こんにちは、保健師です

　生活改善のための栄養相談は栄養士がお
答えします。毎月栄養教室も開いています。
お気軽にお越しください。

栄養士
中村弘美

阿部秀司

すず  き    ち　ひろ

いしわたりたか   こ

こんにちは、栄養士ですこんにちは、地域包括支援センターです

　住み慣れた環境で住みやすい生活をしていただくため、高
齢者の皆さんからのご相談にお答えします。保健福祉センタ
ーの窓口、電話に限らず、ご希望の場合はご家庭への訪問に
もお応えします。

保健相談室、電話相談　月～金曜日の毎日（日・祝日を除く）
時間　午前８時半～午後５時15分
担当　保健師、栄養士（相談内容によって）
内容　○健康相談（子育て、健康づくり、疾病予防、服薬、病気療養など）
　　　○血圧や体脂肪の測定、食生活や食事療法
　　　○母子健康手帳の発行、妊婦受診券の交付
　　　○離乳食や子どもの発達や病気、子育て全般　など
☎82－2111（保健福祉課保健指導室）まで

　日ごろ皆さまの心と体の健康をサポートしている保健師の地区別担当が変わりました。子育て、病気の療養
などと併せて、４人が健康全般のご相談にお答えします。

東川町保健師担当地区割り図

鈴木千紘

波潟聖子
なみがた せい　こ

波潟聖子
なみがた せい　こ

石持 美帆
いし もち　  み    ほ

石渡貴子

保健相談室、電話相談を毎日開設しています

澤崎勇気

■担当区／
13北、13南、14、15、
16西、16東、22、23、
東倉沼、東雲、上喜登
牛、西、西町2～3丁目

■担当区／
13北、13南、14、15、
16西、16東、21、22、
23、東倉沼、東雲、上
岐登牛、西、西町2～3
丁目

■担当区／
28、29、東町1～
3丁目、南町1～3
丁目

■担当区／
25、26、27、28、
29、東町1～3丁
目、南町1～3丁目

■担当区／
30、31、32、33、34、
35、北町2～3丁目、
1、2東、2西、3、4南、
新栄、5南、5北、7北、
8、9

太田早苗
おお  た    さ な え

■担当区／
30、31、32、33、34、
35、北町2～3丁目、
1、2東、2西、3、4南、
新栄、5南、5北、7北、
8、9

■担当区／
6西、6東、7南、10、11、
12、17、17西町、18
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申し込み
申し込み

申し込み

申し込み

申し込み

申し込み

予約

information
健福祉センター
保健福祉課保健指導室保

域子育て支援センター（幼児センター内）
西4号北8番地地

生サロンここりん
東町1丁目7-10共

文化ギャラリー
東町1丁目19-8

笑味ちゃん家（JAひがしかわ）
西町1丁目5-1　☎82-2121

インフォメーション

申し込み
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申し込み
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参加自由
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【6月分】
５日㈮

11日㈭
17日㈬
22日㈪

26日㈮

４日㈭
９日㈫

12日㈮
13日㈯
18日㈭
24日㈬
26日㈮
27日㈯
29日㈪

6月の行事
第一、第二、第三小運動会（前９時、各小）　
新規就農者激励会（後６時、東川町農協大ホール）
大雪地域広域連合議会第２回定例会（後１時半、議場）
第57回旭岳山の祭り、ヌプリコロカムイノミ（後４時半、旭岳
青少年野営場）
SEA TO SUMMIT開会式、シンポジウム（後４時、農村環境
改善センター）
幼児センター運動会（前８時45分、幼児センター）
SEA TO SUMMITスタート（前７時、忠別湖特設会場）
町議会第２回定例会（前９時半、議場）＝25日まで
東アジア地域交流促進協議会アドバイザー会議（後４時、
保健センター）
第４回北海道キッズバイクカップひがしかわ大会（前10時、
キトウシ森林公園）

７日㈰
16日㈫
18日㈭
20日㈯

21日㈰
24日㈬
25日㈭

28日㈰

東川町役場・保健福祉センター
改善センター（公民館）
文化交流館
文化ギャラリー
地域交流センター
B&G海洋センター
町立診療所
東川町社会福祉協議会
大雪消防組合東消防署
道草館
幼児センター
└地域子育て支援センター
NPO法人こころりんく東川

82－2111
82－3200
82－4245
82－4700
82－5900
82－4600
82－2101
82－7505
83－0119
68－4777
82－3400
82－5100
82－2666

…㈹
………………

……………………………
………………………
……………………
……………………

……………………………
………………
………………

…………………………………
…………………………

…………
…………

もぐもぐ教室
乳幼児健診

（通知者以外は14：30～）
じっくり子育て相談
栄養教室
、23日㈫、24日㈬集団特定健診、がん検診
（旭川厚生病院）
３歳児健診

会場は保健福祉センターです

13：00～14：00
13：15～

10：00～13：00

12：45～

【7月分】
３日㈮

９日㈭

16日㈭
27日㈪

ごっくん教室
乳幼児健診　
旭川がん検診センター送迎検診
２歳ふれあいルーム　
栄養教室
、28日㈫、30日㈭、31日㈮　小学６年生二種混合
予防接種

○18日㈭まで
　▶写真の町東川賞特別作家賞コレクション展
　▶写真甲子園2014本戦作品展
○20日㈯～7月9日㈭
　▶第28回日本写真家連盟展四季の彩り
　▶第４回公募作品展

※19日㈮は展示作品入れ替えのため休館

○11日㈭まで
　▶吉里演子氏「写真展～day by day～」
○18日㈭から7月9日㈭まで
　▶「東川米タウン」2015年夏号 特集記事紹介

カラダ美楽クラブ……………
ここりん研修会（あさ）……
　　　　　　　（よる）……
健康体操教室…………………
ここ研サタデー………………
カラダ美楽クラブ……………
おとなり会……………………
健康体操教室…………………
かぜのこくらぶ………………
体操教室（７月分受け付け開始）窓口、電話FAX

インフォメーション

＜親子遊び体験教室＞
 ５日㈮
＜遊びの広場＞毎週月、火、水曜日プレールーム開放…9:00～12:00
１日、２日、３日、８日、９日、10日、15日、16日、17日、22日、23日、24日、
29日、30日
30日㈫　午後開放（０～１歳対象）　…………
会場は幼児センターです

10:00～11:30
10：00～11：30
18：30～20：00
10:00～11:00
10：00～12：00
10:00～11:30
14:00～15:00
10:00～11:00
14:00～16:00

テーマ「キトウシ森林公園であそぼう」… 10:00～11:30

13：00～15：00


